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『パザワ号s，ド』以来品

？スし手η勺？勺ミ，ョレザー弘、

『マーベル号：..1合．
近目ゲ－'4色：..19ーに量掴H

キユふと毒守合唱身に染み3季節にI害、

l審んわか曜か＆ード抗 『マーベル号

c，ド』がお麗柄f パレ乙，qィc，デ
ーにl幸、彼女とVっしょに7レイし

T、甘－＼，..世界にひたっちゃおうf

3 

ここは、光と平和の国コニーランド。コニーランドにはドラゴン
族、妖精族、水懐族、翼族、魔獣族、 地底族がそれぞれの場所で平

和に暮らしていた。

コニーランドの中央にある平和のE。その頂上にあるのが大遊園
地”マーペルランド～マーベルランドは、温 厚な奴精族によって守
られ、コニーランドに住む全ての人々の憩いの場となっていた。

しかし、それを面白く思わない者かいた。その名は地底族の玉・
モウル。モウルは自分より力の弱い鋲精族かマーベルランドを守り、
自分の力か地底にしか及ばないことが気に入らなかった。それとい
うのも「マーベルランドを支配するものはコニーランドを制するJ

という苦からの言い伝えがあったからである。

地底王モウルは水懐族や魔獣族をそそのかし、 マーベルランドを

占領して、マーベルランドの4人の守護奴精を閉じ込めて

しまった。そして今、コ二一ランド支配の野望を果たそう

としている。 ドラコン族の王子パコは地底王モウルの野望

を打ち砕き、 鋲精たちを助け出して、マーベルランドを取

り戻すべく立ち上がったのだった。
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陣蝉回値務組圃・

益プリンス・パコ（ドラゴンilの王子）
主人公。入閣でいえば12鰻ぐらい。
大人のドラゴン族は各種の魔活や火
炎攻撃が使えるか、パコは子供なの
で、アイテムを取った時のみ「分身J

の魔濯が使える。”PACO”とはラ
テン語で平和の意”PAX”に白来。

地底王モウル（地底族｝
地底篠の王。 i事選、磁頃などの魔法
を自由に使いこなす魔王。自分の力
か地底にしか及ばないことが不漬で、
地上を征服しようと企んだ。マーベ
ル紙の地下に陣取り、ポカスカジャ
ンケンを｛士働けてくる。ただし、ポカ
スカだけでは、モウルを個jせないつ． 

キャプテンモグル
（地底族）
モウルの忠実な部下。帽子を
ブーメランのように被げてく
る。また、パイヲリティも高
〈、分身Ill~やキックI宣圏直も
二度ダメージを与えないとや
つつけられない。

ジェットモタル
（地底篠）
地底銭にして、大空を飛，3;c:
とを夢見たロマンチストフ ・
上空から傭在落としてくる。 ・
ただしエンジンの性能が患い 。
らしく、あまり畏く飛び続け
ると、エンジントラブルで落
ちてくる。 ‘ 

"' .Q 

カ 1煩 う終精魔成の 橿
ルレ 住 。目・王さ園マ 画
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ミ 指の光後で

そ患のに備

長金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金！金金金金金金金金金金：
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フ
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I~クタンモグル
（勉底ill
モウルの忠実な部下。 I~クヲ
ンを股り役げてくる。こいつ
もパイヲリティが高〈、 二度
ヲメージを与えないとやっつ
けられない。

a.I 
ヤリモグル
（地底ll
槍を持って地上をウロウロレ
たり、地下から穴老婦って衝
を突き出したりする。

.＝ミ4

プリンセス・ルクシユー（鋲~·篠・光の
綱）
鋲綱鎮のお姫憾。マーベルランドを
守る4人の守樋輔の畏で光の精。光
老練う地底王モウルによって地下に
幽閉されてしまった。守樋摘なので
特務なI宣車能力はない。

フローリー

（妖精族・花の
マーベルランド在守る4人の
守樋糟の1人。花の園の守極
構で、花の国のオレンジトラ
イデントスヲーを持っている。

シルフィー 1 
（仮構l・Iと水0}1楠｝
マーベルランドを守る4人の
守樋輔の1人。議と水の園の
守樋摘で、グリーントライデ
ントスヲーを持っている。

妖精

スウィーティー
｛鋲.1111・おI子と，の繍）
マーベルランドを守る4人の
守橿精の1人。お葉子と夢の
園の守恒摘でパーフルトライ
デントスヲーを持っている。



金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金J
雌牛野長率「一一． 

4
1
4
l

，
 

弓
剖
．の
マ
ジ
カ
ル
シ
ュ
ー
ズ

一円

魁

－
滑
り
に
く
く
な
る
。

rM
市
日
比
』

ミ
ス
を
す
る
と
な
く
な
る
。

「

E
E
一
⑧
ウ
イ
ン
グ

－
－
－
－
－

ジ
ャ
ン
プ
力
か
上
が
る
。

』曙

F
畑
山
川
円
ポ
ヲ
ン
連
打
で
ゆ
っ
く
り
随
下
。

姐司

時
間
で
な
く
怠
る
。

司
開
U
圃
③
分
身

－E円
J
r
f

圃
レ
バ
l
上
下
で
撮
D
回
レ
て
旋
回
’

E

・4
で
き
る
。
パ
イ
ヲ
リ
テ
ィ
在
使
い

1
1
1
1
1
切
る
と
一
匹
す
つ
な
く
な
る
。

「－
固
－＠
ラ
ッ
キ
ー

一
回
・
圃

一
分
曹
を
協
同
っ
て
い
る
と
、

F
E
E
E
」
持
っ
て
い
る
分
の
分
身
の

パ
イ
ヲ
リ
テ
ィ
が
回
復
す
る
。

⑤
ド
ク
口

分
身
が
一
匹
な
く
な
る
。

分
身
を
持
っ
て
い
な
く
て
靴
を

持
っ
て
い
れ
ば
靴
が
な
く
な
る
。

⑧
1
U
P
 

1
U
Pす
る
。

開
発
者
か
ら
一

今
回
は
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や
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て
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作
っ
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み
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か
っ
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ん
だ
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｜
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よ
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明
る
く
楽
し
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雰
密
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の
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も
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な
ゲ
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遊
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見
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タ
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は
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り
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き
め
細
か
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段
定
し
た
つ
も
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だ
け
ど
、
み
ん
な
に
愛
さ
れ
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キ

ャ
ラ
ク
タ
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に
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っ
て
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る
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思
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で
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ま
た
、
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レ
イ
レ
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な
ど
聞
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だ
さ
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ね
。

プリンセス・ア・ラ・モード｛夢魔）

もともとスウィーティーと並ぶ夢の
糟であったが、モウルにそそのかさ
れ、スウィーティーに代わり、お.
子と夢の国を乗っ取ろうと企んだ。
魔法で無生物を生物のように動かす
ごとができる。お葉子と夢の園の織
に陣取り、ツナヒキ勝負を挑んでく
る。組閣官はあるが．オパヲリアン
パワーは侮れない

也
デビルピエロ（夢魔）

下っ鏑なので魔f1iは使えない。
ただしピエロだけあって身が
軽〈、ウロウロつかみところ
のない動きをする。平和にな
ればきっと、マーベルランド
で素敵なショーを見せてくれ
るだろう

ジャイアントパーガー

（魔法生物）

プリンセス・ア・ラ・モード
によって生を与えられた魔注
生物。いつもは喰われる運命
にあるハンバーガーだが、生
を与えられた舎、喰い返すこ
とに事ぴ在感じている（つ）

Lー「

パクフウトランプ（魔法生物）

プリンセス・ア ・ラ・モード
によって笠を与えられた。グ
ループ在組んで動いている。
顔がサンプラザ中野に似てい
るという説もあるが気のせい

である

オーヘッド（魔法生物）

他の菓ゲームにも登場したが．

舎回魔法のかかりが悪かった
のか、多少聞か銭けている。

しょっちゅう頭老酒とすか、
頭をやつつけると暴走し始め
るので要注意。プリンセス・
ア・ラ・モードによって生を
与えられた

開
M

｛一、

迷子メイコ（夢魔）

子供なので魔法は使えない。
ただし1度くつついたら隠れ
ない、可愛い可息泣路”のよ
うなもの

まねきスフインクス

（魔獣篠）

大変に人なつっこいファンタ
ジー界のベット（？）ただし、
大変な重量があるので、まと
もに上に乗られると押し潰さ
れてしまう。注意して級わな
ければなら怠い

大口｛腐獣It)
メデューサヘッドと同じよう
に何処ともなく生えてくる。
アレルギー性廃炎なのか、い
つも大きなくしゃみをしてい

る

魔獣

メデユーサヘッド（贋獣It)
普通は、部屋を汚れたままに
しておいたり、ちゃんと掃除
在しなかったりすると生えて
くる。成体するとシピレ光織
を出す厄介者。
ファンヲジー界のお母さん

は、よく 「きれいにしておか

ないとメデユーサヘッドが生
えますよ／」と子供を叱る

－~三ぬ針山b
グレートコンドル｛翼接）’E族のリーダー。ヨロイアン
コウと同じく．フローυーに
代わり花の圏在支配しようと
した。花の園の減に陣取り、
ポカス力ジャンケンを仕働け
てくる

翼族

ワニドリ（翼篠）

ゲーム中に出てくる縄族は、
ポス在除くとこいつだけ。も
ともと翼族は温厚な種篠なの
で、モウルの侵略に加担した
者は少なかったのだろう

ヨロイアンコウ（水懐族）

水纏旗のυーダー。モウルの
力を借りて、シルフィーに代
わり森と水の園を支配しよう
と盆んだ。森と水の園の憾に
陣取り、つ忽引き勝負在挑ん
でくる

水棲族

オトシゴン（水纏族）

水!I族のくせに慣があり、ド
ラゴン鍍でもないのに火在吐
ける変わった生物。ファンヲ
ジー界のコウモリと慣われて
いる。若者の中からも出てく
るか、それはモウルの魔法に

よるもの



森と水の岡引いれればれは日川河川
γ

花
の
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し

Aビッグウォアーに飛び移るにも、ヲイ

ミングを合わせることが置要。パコの後

ろにいるのは、エンジンのパワー不足で

急陽下してきたジェットモグル

企ジェットコースターは、素っている車

両によってはふり落とされるので、安全

な車両に飛ぴ移ろう。

企二週ジェットコースター．ループに怠

っているものと地下に着るものがあるが、

ループに暴ったほうがよい



品孟温温品嵐轟返＂＇－

＆森と水の摘・シルフィーの雌ゆ固伝

迷路。すべり着ちないように、新た

な足場を見つけて飛び移ろう

..日週日

企三連ジ工ツトコースヲー。確実に安全

な車両が決まっているので、それを男纏

める。レールの劃きをよく兜ているとい

いよ

一一、
企傷乗り、御乗り楽しいなあ～F 備は、

レバー在入れた方向と逆に進むので、爆

作を確実に覚えようね。頭上には鬼族の

デンちゃんが 。子供の雷だからといっA

て侮れないぞ／
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鉱
山



穴甲の山並みを宵に停泊する大型帆船やコンテナ船。ミナト神戸に
夕日l志沈み、辺りはロマンチックな色一色に染まっていく。今回は、
そんな旅人の郷離を商う港町を後にして神戸の郊外ヘー。
ナムコのロケーション紹介に加えて、明石天文科学館でちょっと
サイエンスしてみましよう／

企東からの神戸への玄関口、事榊戸駅。

すぐ後ろにせまるは六甲山

砂取材日には、港に日；本丸と海王丸
力主停泊していた。うーんロマンを感

じるねえー

‘4~異人館 ~ti担T界隈には、文明開化と
ともにf主みついた外人の館が点在し、当時
の面影を残している、、

N

十
s

企自宙線般のポートライナー

‘ポートアイランド
海上人工島のポートアイランドに
は佳完与病焼、レジャーランドと

何でも鋤っている

・4一番左の赤い星がベテJレギウス、
反対右側の白い星がりゲJレ、共に

一等星でそれぞれの色から、平家
星、輝氏；星とも呼ばれている

取材協力． 明石天文科学館

DEW、おとうちゃん、豆寵

天文Photo：長尾高明

8 



.. u ... よ；
企PCプレンティは、地下鉄西神線の終点、

西神中央主Rにある

何
人
か
の

N
G読
者
か
ら
「
神
一
戸
に
キ

ャ
ロ
ッ
ト
が
で
き
て
う
れ
し
い
／
」
と
い

う
お
た
よ
り
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
、

さ
ぞ
か
し
お
店
は
ナ
ム
コ
フ
ァ
ン
で
溢
れ

て
い
る
に
違
い
な
い
：
：
：
と
キ
ヤ
ロ
ッ
ト

争
斗
初
れ
た
S
子
で
あ
っ
た
が
・
・
：

。
そ
の

期
待
は
大
は
ず
れ
。
お
店
の
お
客
さ
ん
は
、

ほ
と
ん
ど
N
G
の
名
前
さ
え
知
ら
な
い
子

ば
か
り
。
神
戸
と
は
い
え
、
コ
コ
は
随
『
分

西
の
は
ず
れ
だ
か
ら
ね
。
空
気
か
お
い
し

い
は
ず
だ
（
笑
）
。

キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
あ
る
プ
レ
ン
テ
ィ
専
門

店
は
、
多
数
の
お
店
が
加
入
し
た
一
つ
の

大
き
な
街
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
食
事
の
合
間
に
ゲ
｜
ム

を
楽
し
む
と
い
う
お
客
さ
ん
の
ほ
う
が
多

い
ん
だ
ね
。
で
も
、
さ
す
が
キ
ヤ
ロ
ッ
ト

と
い
う
名
だ
け
あ
っ
て
、
店
内
の
ゲ

l
ム

機
は
、
今
人
気
の
新
作
ゲ
ム
が
多
い
。

中
で
も
ナ
ム
コ
ゲ
｜
ム
の
新
作
は
、
一
番

に
こ
こ
へ
入
る
と
い
う
か
ら
う
れ
し
い
ね
。

ゲ
ム
に
飽
き
た
ら
、
ぜ
ひ
、
隣
に
あ

る
プ
ラ
ボ
プ
レ
ン
テ
ィ
に
も
寄
っ
て
ほ
し

い
な
。
飽
食
コ
ー
ナ
ー
で
ホ
ツ
と
ひ
と
息

つ
い
て
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド
や
カ
ラ
オ
ケ
B
O

X
で
シ
メ
る
、
と
い
う
の
も
な
か
な
か
い

い
コ
ー
ス
だ
と
思
う
よ
。

営業時間／10.日日～22:00

定休日／なし

合 078-992-0161
住所／神戸市西区椛台5-6-1

プレンテイ尊門店2書館3F

フ
ラ
棋
倒
色

ヨ
ロ
シ
ク
グ

砂プラポのお
すすめメニュ
ーは、ヨーグ

jレトソフト。 、

なかなかいけ ~－
るおいしさよ

砂喫茶とビリヤード、カラオケBO
Xのプラポプレンティは、彼女を誘
って遊びに行きたいお店だね。
営業時間は I0時から23時まで

太
陽
の
日
差
し
を

い
っ
ぱ
い
浴
び
て

遊
べ
る
空
間
っ
て
最
高
f

こ
こ
名
谷
の
須
磨
パ
テ
ィ
オ
ナ
ム
コ
ラ

ン
ド
も
P
Cプ
レ
ン
テ
ィ
店
周
織
、
自
然

の
多
い
新
興
住
宅
街
の
駅
前
に
あ
る
。
こ

の
お
店
は
店
長
を
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
が
た

い
へ
ん
子
供
好
き
で
、
季
節
に
合
わ
せ
た

イ
ベ
ン
ト
が
年
中
行
わ
れ
て
い
る
。
ス
イ

カ
割
り
や
輪
投
げ
、
の
ど
自
慢
大
会
等
。

秋
に
は
、
ナ
ム
コ
ラ
ン
ド
の
一
角
を
利
用

し
て
ス
タ
ッ
フ
が
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
の

イ
モ
掘
り
大
会
な
ど
も
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
今
、
最
も
注
目
を
浴
び
て
い

る
の
が
、
去
年
の
ほ
月
お
日
に
オ
ー
プ
ン

し
た

『
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー

ム
』
ぜ
ひ
、
プ
レ
イ
し
に
来
て
ね
。

営業時間／11月～2月…10：日日～17:00
3月～10月・・io:oo～18:00

定休日／なし
ft078・793-5727
住所／神戸市須磨区中落合子会1

須磨パティオ西側

加の佑ンイ一アンイヤジレkr
 

一

丸

『

企

F
－

・
『
卜
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
イ
ン
ク
ゲ
｜
ム
』

J
1

と
は
、
一
二
五

O
坪
の
自
然
の
フ
イ
｜
ル

＼
ド
（
木
や
花
、
草
が
植
え
て
あ
る
）
コ
－

U

ス
を
歩
き
な
が
ら
、
埋
ま
っ
て
い
る
コ
イ

ン
を
探
す
と
い
‘
つ
宝
探
し
ゲ
｜
ム
で
あ
る
。

制
限
時
間
は
印
介
。
金
属
探
知
器
を
手
に

コ
イ
ン
を
探
す
雰
囲
気
は
、
ま
る
で
探
検

家
に
な
っ
た
気
介
／

9 



機
械
を
使
用
し
て
い
る
の
。

最
近
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
に
よ
る
投

影
シ
ス
テ
ム
を
使
用
し
た
も
の
や
ス
ペ
ー

ス
・
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
、
イ
ン
フ
ィ
ニ
ウ
ム

な
ど
と
呼
ば
れ
る
体
感
型
の
も
の
も
増
え

て
き
て
い
る
け
ど
、

天
体
観
測
と
い
う
も

の
の
基
本
を
学
ぶ
に
は
、
や
は
り
伝
統
的

な
手
動
式
が
い
ち
ば
ん
／．

こ
こ
で
は
、
解
説
者
が
手
動
で
、

入
館

者
の
反
応
に
合
わ
せ
て
投
影
し
て
く
れ
る

の
で
、
ラ
イ
ブ
感
覚
で
天
文
科
学
を
楽
し

く
学
べ
る
の
が
う
れ
し
い
ね
。

⑧

3
月
初
日
ま
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は

改
装
工
事
の
た
め
、
投
彬
休
止
に
な
る
の

で、

ぜ
ひ
、
見
た
い
人
は
3
月
初
日
以
降

に
／

今
年
は
明
石
天
文
科
学
鋭
創
立
初

周
年
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
装
い
新
た

に
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
、

と

の、
』
と
よ
。

日
仏
、
の
ふ
る
さ
と

・• I・E… • • l - I 

t.・E

・l•JI

－ I ~·l =t 

… 

一一

・・E』l'.1

っ
し
、
中
だ

と
立

色
が

m
く

叫

に

や

ん

噂

て

化

神
戸
キ
ャ
ロ
ッ
ト
の
取
材
で
西
神
中
央
ま
で
き

案
内
船
詑
叩

た
S
子
は
、
子
午
線
の
街
明
石
ま
で
足
を
延
ば
し
、

f
た

L
を
さ

天
文
学
科
学
館
で
ち
ょ
っ
と
、
サ
イ
エ
ン
ス
気
分

を
味
わ
っ
て
み
た
よ
。

子
午
線
上
に
そ
び
え
る

天
文
科
学
館

プ
ラ
、
み
タ
リ
ウ
ム
で
未
知
な
る

字
宙
を
学
ぼ
う

私
た
ち
が
日
頃
使
っ
て
い
る
時
刻
は、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
起
こ
り
は
、
第

一

東
経
印
度
の
子
午
線
上
に
太
陽
が
来
る
時

次
世
界
大
戦
に
敗
れ
た
ド
イ
ツ
が
、
そ
の

を
正
午
と
す
る
時
刻
と
い
う
こ
と
は
、
も
復
興
を
賭
け
て
ド
イ
ツ
最
大
の
科
学
博
物

う
知
っ
て
い
る
ね
フ
そ
れ
は
、

グ
リ

ニ

館

「

ド

イ
ツ
エ・

ミ
ュ
l
ジ
ア
ム
」
を
建

ツ
ジ
天
文
台
を
通
る
本
子
午
線
と
時
差
が
造
し
た
時
に
始
ま
る
；
夜
空
の
星
も
展
示

ぴ
っ
た
り
9
時
間
に
な
る
と
こ
ろ
で
も
あ
し
て
し
ま
お
う
。
と
い
う
壮
大
な
構
想
を
、

っ
た
よ
ね
。
（
こ
の
く
ら
い
は
、
理
科
の
授
マ

ッ
ク
ス
・
ウ
ォ
ル
フ
教
授
が
設
計
し
、

業
で
習
っ
た
で
し
ょ
？
）
そ
の
子
午
線
上
そ
れ
を
基
に
力
｜
ル

・
ツ
ア
イ
ス
社
の
パ

に
デ
｜
ン
と
建
っ
て
い
る
の
が
、
こ
こ
明
ウ
ア
｜
ス
フ
ェ
ル
ト
が
、
一
九
二
三
年
に

石
天
文
科
学
館
な
の
。

作
っ
た
も
の
が
第

一
号
機
に
な
る
ん
だ
ね
。

地
上
日
メ
ー
ト
ル
の
白
い
時
計
塔
は
、
そ
し
て
、
な
ん
と
こ
こ
天
文
科
学
館
の

形
に
は
見
え
な
い
。
時
計
。
や

，子
午
線
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
は
、
カ
ー
ル
・
ツ
ア

と
い
う
も
の
の
存
在
を
物
質
化
し
て
自
の
イ
ス

・
イ
エ
ナ
社
製
の
お
台
自
の
手
動
式

前
に
見
せ
て
く
れ
て
い
る
か
の
よ
う
ね
。

－
L
；
：
量
ア
口－

そ
し
て
、
日
頃
、
時
間
に
追
わ
れ
っ
ぱ
な

師
一世

間

彫

塑

し
の
S
子
に
は
、
永
遠
に
続
く
時
の
流
れ

慢
附
一
川
豊
川
一

剖
－
笠
の
二
塁
ゴ
一

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
道
し
る
べ
に
も
な

堅
企
ヌ

J
h
r

っ
た
み
た
い
。

同
一
重一

以
て
世

お
－

名
一

穫量

と
さ，d吋

h
q

今
、
こ
の
瞬
間
に
も
新
し
｛
生
ま
れ
続
け
て
い
る

，
品
『

e
－
秒
、
－
秒
の

，時
e
の
鎖
が
宇
宙
誕
生
か
ら
、

今
、
こ
の
瞬
間
ま
で
逮
々
と
続
い
て
い
る
。

今
、
新
し
（
生
ま
れ
た
－秒
を
祝
福
す
る
か
の
よ
う
に
、

天
文
科
学
館
時
計
塔
の
秒
針
も
、

キ
ミ
の
寧
の
目
ざ
ま
し
時
計
の
秒
針
も

，
ヵ
チ
ッ
、
カ
チ
y
eと
音
を
た
て
、
秒
を
刻
ん
で
い
〈
。

c
u
Z
J
 

明石天文科学館
兵庫県明石市人九町2番6号

霊堂 (078) 911 5826 

観覧科・大人4001可、 lj• ,(;j ’上250円

30t以上 1 111］ ~1 . 100名以上2111］引

休館日：毎週)J凶日（ただしl可民の休日は｜刑館）

12月27日～1月4日

漁 3月20日までは、プラネタ リウム改善の
ため観覧料は半額になります でも、館内
展示や天望台は通常通りやっているので、
避Uに来てね

10 

血太陽面の観察

期頁（16階）には15cmの屈折望遠鏡があり、

ちょうど太揚の観察力苛サフれていた。今年は、

黒点が増えていることがよ〈わかったよ。プ

ロミヰンスやフレアもよく見えたわ



h
F
AF1P
E

、
「ふ

れ

ご
・
F

〈
・
〉

h
園
開

ス
カ
イ
ウ
オ
ッ
チ
、
ヂ
の

凶，h匂〆込d’d埼’~句、，隣同盲

佼
中

？っ
会オ

ヌ主
ン
グ

の

す
す
め

最
初
は
オ
リ
オ
ン
座
、
ぷ
、
の
大

三
角
形
u
探
し
か
ら
始
め
よ
う

．．．．．．．．．．．．．．．．．． 

三
つ
星
で
有
名
な
オ
リ
オ
ン
座
は
、

冬

の
夜
空
で
は
す
ご
く
目
立
つ
の
で
、
す
ぐ

探
し
出
せ
る
ね
。
そ
の
オ
リ
オ
ン
座
の
赤

い
一
等
星
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
こ
い
ぬ
座
の

プ
ロ
キ
オ
ン
、
お
お
い
ぬ
座
の
シ
リ
ウ
ス

を
結
ぶ
と
大
き
な
三
角
形
に
な
る
。
こ
れ

が
有
名
な
H

冬
の
大
三
角
形
。
と
い
う
や

つ
だ
。

M
年
に
一
度
の
木
患
が
光
鱒
く
年

今
年
の
冬
は
、
日
年
に
一
度
、
木
星
が

冬
の
星
座
の
中
で
明
る
く
輝
く
年
だ
か

ら、

木
星
を
手
が
か
り
に
す
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
な
い
。
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
と
ふ
た

ご
座
の
ポ
ル
ッ
ク
ス
の
問
で
ひ
と
き
わ
輝

い
て
い
る
の
が
木
星
だ
。

N
G片
手
に
お
も
て
ヘ
即
f

見
上
げ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ソ
コ
に
あ
る
星
空
の
こ
と
な

の
に
、
私
た
ち
っ
て
案
外
、
裏
の
こ
と
何
も
知
ら
な
い
ん

H
hト
A
m
h制
。

キ
ミ
は
、
い
く
つ
星
座
の
名
前
を
い
え
る
か
い
つ
・

星
々
が
、
毎
臨
少
し
す
っ
劃
い
て
い
る
の
を
感
じ
た
こ
と

が
あ
る
か
い
つ
・

冬
、
の
夜
空
は
、
と
っ
て
も
お
し
ゃ
べ
り
だ
か
ら
、
そ
の

気
に
な
れ
ば
あ
っ
と
い
う
聞
に
仲
よ
く
な
れ
る
は
す
・
：
。

獲
し
い
知
畿
な
ん
て
い
ら
な
い
：
・
。
ま
す
は
、

N
Gの

こ
の
ペ
ー
ジ
と
懐
中
電
灯
を
持
っ
て
外
に
出
て
み
よ
う
／

西

E金持ヨ

，争巧

．争ソ ／

南

． ... 
" . 
L吾i

－
一
等
星

・
ニ
隼
冨
畢
一

．＝一等星

吾、

き
の
う
も
仕
事
が
遅
〈
な
リ
、
終
電
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

駅
か
ら
窓
ま
で
の
五
分
・
・
！
・
い
つ
も
に

も
ま
し
て
、
キ
ラ
キ
ラ
甥
い

τい
る
星
唱

を
見
て
い
る
と
、
一
日
の
疲
れ
が
ス
l
ツ

と
消
え
て
い
く
よ
う
だ
つ
た
。
そ
の
感
勧

告
伝
え
た
〈
て
、
近
所
に
住
ん
で
い
る
お

友
達
の
モ
ン
ち
ゃ
ん
に
違
絡
す
る
と
、
騒

が
蝉
み
、
そ
れ
か
ら
二
人
で
星
を
見
る
ニ

と
に
な
っ
た
。
時
計
は
す
で
に
1
時
を
闘

っ
て
い
る
。

お
互
い
準
偏
奇
し
て
公
園
に
集
合
す
る

ニ
と
に
し
た
。
S
子
も
い
っ
ぱ
い
着
こ
ん

で
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
に
毛
布
、
手
袋
、

ホ
カ
ロ
ン
、
星
座
盤
、
方
位
磁
石
、
懐
中

電
灯
、
双
眼
鏡
を
持
っ
て
公
園
に
行
っ
た

（

S
子
の
家
の
前
は
、
広
場
の
よ
う
な
公
園

に
な
っ
て
い
る
）
。
そ
ニ
へ
、
モ
ン
ち
ゃ
ん

も
や
っ
て
き
て
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
l
ト
の
よ

に
毛
布
を
敷
い
て
、
そ
の
上
に
毛
布
を
か

ぶ
り
、
二
人
で
寝
こ
ろ
ん
だ
。

「
う
わ
ぁ
l
、
天
然
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
だ

あ
／
」
と
叫
び
な
が
ら
、
二
人
と
も
か
な

り
興
奮
し
て
い
る
。
岨
静
ま
り
返
っ
た
公
園

に
こ
人
の
キ
ャ
ッ
、
キ
ャ
ッ
、
騒
ぐ
声
が

ニ
だ
ま
す
る
。
時
計
を
見
る
と
、
ち
ょ
う

ど
2
時
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。

い
い
年
を
L
P婦
が
ニ
人
、
寒
空
の
中
、

し
か
も
、
崎
市
中
の
2
時
に
公
園
で
寝
て
い

る
姿
は
、
側
か
ら
見
る
と
、
か
な
り
異
様

な
雰
蘭
気
か
も
し
れ
な
い
。

S
子
は
、
星
座
盤
と
方
位
磁
石
で
方
角

を
合
わ
せ
、
自
の
前
の
星
座
と
比
ベ
る
。

モ
ン
ち
ゃ
ん
は
、
ウ
ォ
l
ク
？
ン
な
ん
か

持
っ
て
き
て
い
て
、
．
宗
次
郎
・
の
晶
闘
を
聴

き
な
が
ら
、
『
ニ
り
や
l
ぁ
、
い
い
わ
」
と

気
分
に
浸
っ
て
い
る
。

オ
リ
オ
ン
座
と
シ
リ
ウ
ス
ぐ
ら
い
し
か

知
ら
な
い
S
子
に
と
っ
て
、
目
の
前
に
広

が
る
星
々
は
、
す
べ
て
未
知
な
る
も
の
だ

っ
た
。ま

ず
、
真
正
面
の
オ
リ
オ
ン
を
字
書
か

り
に
、
そ
の
周
辺
の
星
奇
岨
揮
し
て
い
〈
。

ぷ
ゐ
大
三
角
形
ヘ
ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス
、
プ
ロ

キ
オ
ン
、
シ
リ
ウ
ス
は
す
ぐ
見
つ
か
っ
た
。

そ
の
後
、
あ
れ
が
ア
ル
デ
パ
ラ
ン
だ
、
い

や
、
ニ
っ
ち
が
そ
う
だ
：
！
・
な
ん
て
曾
い

合
っ
て
い
る
と
、
あ
る
瞬
間
忽
然
と
、

5

よ
し
ゃ
鹿
の
五
角
形
が
鼠
儀
で
き
arz
最

初
は
、
震
雌
感
が
な
か
っ
か
め
な
い
ん
だ

よ
ね
。
五
角
形
が
わ
か
る
と
、
ふ
た
ご
鹿

の
ポ
ル
ッ
ク
ス
、
カ
ス
ト
ル
、
お
う
し
座

の
ア
ル
デ
パ
ラ
ン
を
見
つ
け
る
の
も
、
そ

う
時
聞
が
か
か
ら
な
か
っ
た
。
ぎ
よ
し
ゃ

鹿
と
プ
ロ
キ
オ
ン
の
聞
に
は
、
ひ
と
き
わ

輝
い
て
木
星
が
曳
ぇ
喝
。
点
々
と
ご
ま
粒

の
よ
う
に
、
プ
レ
ア
デ
ス
星
回
も
ヒ
ア
デ

ス
星
回
も
肉
眼
で
見
え
る
、
見
え
る
。

だ
ん
だ
ん
感
覚
が
つ
か
め
で
き
た
ら
、

星
空
に
古
星
図
の
イ
ラ
ス
ト
が
浮
か
び
あ

が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
些
か
言
葉
を
悟
り
始

め
る
。
二
人
と
も
、
「
す
ご
い
ね
え
／
」
と

感
動
す
る
ば
か
り
・
・
・
・
・
・
。

「
ね
え
、
い
つ
の
間
に
か
、
か
な
り
星
が
移

動
し
て
い
る
よ
」
ふ
っ
、
と
貌
に
返
っ
て
、

時
計
を
見
る
と
3
時
3
0分
を
回
っ
て
い

る
。
「
う
ひ
や
、

1
時
間
3
自
分
も
星
を
見

τた
っ
て
わ
け
？
・
」
そ
の
時
間
に
驚
い
て
、

急
に
寒
さ
を
感
じ
た
ニ
人
は
、
今
日
の
と

こ
ろ
は
、
ニ
れ
で
引
き
あ
げ
る
ニ
と
に
し

た
。

「
ね
え
、
今
度
さ
あ
、
ニ
た
つ
で
も
持
っ
て

き
て
、
一
晩
中
、
見
て
い
た
い
ね
」
と
モ

ン
ち
ゃ
ん
ι
コ
ヲ
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ん
か
飲

み
な
が
・
h
r
・－－
J
と
S
子
。
き
っ
と
、
ニ

の
こ
人
の
ニ
と
だ
か
ら
、
や
る
だ
ろ
う
な

あ・：：・
。
し
か
し
、
真
夜
中
の
公
園
で
ニ

た
つ
に
入
っ
て
、
寝
ニ
ろ
ん
で
星
を
見
て

い
る
姿
っ
て
、
想
像
す
る
だ
け
で
笑
え
る

ね
。

S
乎

ー圃薗』

⑧

夜
、
外
に
出
る
と
き
は
暖
か
く
し
て

出
ょ
う
－
Q
欄
チ
や
ホ
ッ
カ
イ
ロ
も
忘
れ

ず
に
F
－

た
だ
み
ん
な
の
場
合
は
、
め

ま
り
遜
い
時
間
に
な
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
り
て
－
Q

（

S
Fは
別
絡
だ
か
ら
：
・
）
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a・． 

しかお
ょっも
たし
でろ

階
段
、
が

＋の
e
Q
ド
ν
や
も

な
い
の

a
b弓ノ

あ
な
た
と

一
緒
に

行
き
た
〈

な
い

ど
う
し
て

チ
ャ
ナ
が

案
内
し
ろ
っ
て
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いよいよ1990年。舎年もナムコニュースをビシビ‘シッ

とお伝えしま～蕊ヨロシクねつ／

第
3
回
羽
年
度
ゲ

l
メ
ス
ト
大
賞

『ワ
ル
キ
ュ
l
レ
の
伝
説
』が
大
健
闘

ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
｜
ム
の
フ
ァ
ン
に
は
お

馴
染
み
の
月
刊
誌
『ゲ
｜
メ
ス
卜
』。

こ

の
雑
誌
の
読
者
が
人
気
投
票
一に
よ
っ
て

そ
の
年
の
人
気
ゲ
｜
ム
を
決
め
る
『ゲ
｜

メ
ス
卜
大
賞
』
も
今
回
で

3
回
目
と
な

り
ま
し
た
。
ナ
ム
コ
の
成
績
ゃ
い
か
に

．－e
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
授
賞
式
に
出

席
し
た
ら
、
ぉ
l
、
『
ワ
ル
キ
ユ
｜
レ
の

倖
説
』が
、
み
ご
と
銀
賞
（2
位
）
に
輝

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

ベ
ス
ト
V
G
M

や
ベ
ス
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
賞
も
ワ
ル
キ

ュ
｜
レ
が
獲
得
。
そ
し
て

『ウ
イ
ニ
ン

グ
ラ
ン
』
も
編
集
部
特
別
賞
を
い
た
だ

い
た
。
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の
楯
や
賞

状
、
賞
品
な
ど
を
頂
い
て
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
今
年
は
大
賞

目
指
し
て
が
ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ゃ。

国

固

四

回

目

固

図

一一一一一一一
一一一
三

一一一一一一一一一一一一一一一

ナ
ム
コ
ゲ
ー
ム
サ
ウ
ン
ド
エ
ク
ス
プ
レ
ス
W
2

『バ
l
ニ
ン
グ
フ
ォ
I
ス
』%
発
売ノ．

町71'

~：~：；~t:;::tt~べ~~~；T:J：~J~~：~~~；z；番目の力ソ

掃
き

た
け
し
さ
ん
も

ユl
ノ
ス
に
挑
戦

楽しい音楽情報、のかすなよ／
今月 もゴキゲンなサウンドを紹介しよう。Pワル

キューレの伝説sで好評を得たゲームサウンドエ
クスプレスシリーズ。早速Vol.2が出るよ。いよい
よお待ちかねの・パーニングフ才一スだ。自f言の
サウンド、じっく り聴いてくれよグ

川

日
曜
日
の
お
笑
い
玉
手
箱
「
ス
ー
パ
ー
ジ
ヨ
ツ

川

キ
｜
」（
日
本
テ
レ
ビ
系
%
放
送
）で、
ビ
ー
ト
た
け

川

し
さ
ん
が
『
ユ
l
ノ
ス
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
・ド
ラ
イ
ブ

川

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
』
に
挑
戦
し
て
く
れ
た
よ
。

川

本
当
に
ユ
｜
ノ
ス
（
マ
ツ
ダ
）
に
乗
っ
て
い
る
み

川

た
い
な
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
。
最
初
に
試
乗
し
た

川

軍
団
の
つ
ま
み
枝
豆
さ
ん
は
、「こ
り
や
す
ご
い
。

『

固

殿、

面
白
い
で
す
よ
／
」
と
興
奮
気
味
。
そ
し
て
い

明岨

よ
い
よ
た
け
し
さ
ん
が
挑
戦
。
さ
す
が
、

ハ
ン
ド

ー

ル
さ
ば
き
は
な
か
な
か
の
腕
前
だ
っ
た
よ
。
途
中
、

川
出
コ
l
ナ
リ
ン
グ
で
「お
お
っ
と
ど
っ
こ
い
／
」
（使

悶脳

え
る
下
町
語
）
と
言
っ
た
か
ど
う
か
は
不
明
引

．． ~：；：~~；コミ怒号~；~＇~のは
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『
花
の
万
博
」
に
ナ
ム
コ
の

大
型
施
設
が
登
場
す
る
よ
グ

い
よ
い
よ
目
前
に
迫
る
「
国
際
花
と
緑

の
博
覧
会
（
花
の
万
博
）
」
。
な
ん
と
、
ナ

ム
コ
は
大
型
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
卜
施
設
を

出
展
す
る
よ
グ
し
か
も
内
容
は
ア
ク
テ

ィ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ア
ン
」

や
「
ド
ル
ア
｜
ガ
の
塔
」
だ
っ
て
い
、
つ
ん
だ

か
ら
、
今
か
ら
ム
ズ
ム
ズ
し
ち
ゃ
う
よ
ね
。

ん
i
、
ど
ん
な
か
な
あ
、
早
く
プ
レ
イ
し

た
い
よ
l
ォ。

4
月
1
日
か
ら
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
花

の
万
博
。
い
ち
早
く
N
G取
材
班
が
レ
ポ

ー
ト
し
て
く
る
か
ら
、
詳
し
い
こ
と
は
次

号
で
読
ん
で
ね
。

,., 

“ 

， ・．ーー官、．＝＝ ＝ 

北海道政送 白 24 00 24 30 相敵山般道 土 24:00 24:30 

育寵鎗 d邑 日 23:00 23:30 7 ジオ大阪 月 zo:Jo 21 :oo 
山形被送 土 23:00 23:30 中 国m,J! 日 24 00 24:30 

東北紐進 日 22:00 22:30 山障政選 自 21’00 21・30

－~械加送 月 23:00 23:30 酉臼本線送 自 22 15 22:45 

丁目Sラジオ 日 zs:oo zs:Jo 南海純送 日 24:00 24:30 

新局加送 ± 23:30 24:00 RKB寓目!t>l! 臼 24:00-24 30 

f曾組m送 土 2400 2430 熊本加送 日 23:30 24:00 

北日本純送 ± 22:30 23:00 宮崎線道 土 23 30 24 00 

北陸線送 日 2400 2430 長崎減退 日 21 :Jo 22:00 

紛間続送 目 22:00 22:30 琉印加送 土 20:00 20:30 

東，t事ラ／ ;:f 日 26:15 26:45 

* 
.時縮問卜日

第3固ナムコ・ラジアメ

’89クリスマスチャリティパーティ
・チャリティ総額25万4.881円＆lドル10セント。みんな、どーもありがとう／

新しい年の気分はいかが？ ラジアメは、今年もがんばるか
らみんな応媛してね。さて、昨年12月には恒例のクリスマスパ
ーティがあったぞ。今回はその報告だよ。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
も
笑

い
と
感
動
、
そ
し
て
暖
か
1
い
気
分
を

届
け
て
く
れ
た
。
こ
れ
な
く
し
て
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
と
は
言
え
な
い
、
と
い
う

熱
烈
な
フ
ァ
ン
の
み
ん
な
は
、
寒
風
の

中
何
時
間
も
並
ん
で
く
れ

た
つ
け
。
で
も
入
れ
な
か

っ
た
お
友
だ
ち
、
本
当
に

ご
め
ん
ね
。

今
回
は
、
ゲ
ス
卜
に
ラ

ジ
ア
メ
の
母
大
橋
照
子
さ

ん
や
、
お
馴
染
み
の
薪
門

達
夫
さ
ん
、
オ
ー
ダ
イ
ン

の
歌
手
く
さ
か
べ
ま
き
さ

ん
を
迎
え
て
大
い
に
盛
り

上
が
っ
た
。
ま
た
ゲ
ス
ト

に
負
け
ず
、
歌
自
慢
で
は

リ
ス
ナ
ー
の
み
ん
な
も
が

ん
ば
っ
て
く
れ
た
よ
ね
。

最
後
は
恒
例
の
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
と
ゲ
ー
ム
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
。
時
を

忘
れ
て
し
ま
う
ほ
ど
楽
し

い
一
日
で
し
た
。
来
年
も
ま

た
、
会
え
る
と
い
い
ね
。



ナムコの技術が
ギッシリ詰まった

教｜養｜講座
ぷ古きわperat1ngSystem（オベレ ティング・システム）の略。

コンビュータのハードウェアを帝I）御する働きをする基本的なプロ

グラムのことで、ユーザーとハソコンとの問に立って、基本的な処

理を代行する’必要最低銀のソフト。その意から、読者とナムコゲー

ムをつなげる、ハードウヱア基礎講座のタイトルとしました。

「通信機能J

について

よ
し
、
次
の
シ
ケ
イ
ン
で
勝
負
だ
。
セ

一

ナ
の
気
持
ち
が
わ
か
る
な
あ
。
仮
免
の
の

一

そ
に
負
け
て
た
ま
る
か
、
私
は
ペ
ー
パ
ー

一

ド
ラ
イ
バ
ー
だ
ぞ
／
慎
重
に
、
シ
フ
ト

一

ダ
ウ
ン
：
・
、
ゃ
っ
た
ァ
、
抜
い
た
ぞ
。
ア

一

イ
ム
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
／
：
・
お
っ
と
、
私

一

と
し
た
こ
と
が
、
つ
い
興
奮
し
て
し
ま
っ

一

ニ

0

・

＋ム・・・・・・

・

そ
れ
に
し
て
も
、
『ウ
イ
ニ
ン
グ
ラ
ン
鈴

一

鹿
G
P』
は
実
に
燃
え
る
。
ギ
ャ
ラ
リ
ー

一

も
盛
り
上
が
る
し
ね
。
こ
れ
も
す
べ
て
、
一

『
フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ッ
プ
』
以
来
、
ナ
ム
コ
が

一

業
界
初
で
導
入
し
た
「
通
信
機
能
」
の
お

一

か
げ
な
ん
だ
。

告
僅
体
の

P
C
Bを
連
絡

一

と
い
う
わ
け
で
今
回
は
、
マ
ル
チ
プ
レ

一

イ
ヤ
｜
・
ゲ
ー
ム
に
欠
か
す
事
の
で
き
な

一

い
。
通
信
機
能
。
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。一

「
フ
ァ
イ
ナ
ル
ラ
ッ
プ
』
と
か

『ウ
イ

一

ニ
ン
グ
ラ
ン
」
な
ど
の
ゲ
｜
ム
僅
体
を
よ

一

〈
見
る
と
、
細
い
線
で
各
管
一
体
が
接
続
さ

一

れ
て
い
る
の
に
気
が
付
く
は
ず
。
こ
の
線

一

と
い
う
の
は
、
オ
ー
デ
ィ
オ
用
の
ピ
ン
プ

一

ラ
グ
コ
ー
ド
で
で
き
て
い
て
、
（
こ
れ
は
、

一

切
れ
た
時
す
ぐ
ど
こ
で
で
も
手
に
入
る
よ

一

う
に
、
な
ん
だ
け
ど
ね
）
各
雀
体
の
中
に

一

あ
る
ゲ
｜
ム
基
板
に
接
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
線
を
通
っ
て
、
自
『
分
の
車
の
位
置
、

他
車
の
位
置
、
順
位
等
、
ゲ
ー
ム
に
必
要

一

な
情
報
が
往
き
来
し
て
い
る
ん
だ
（
図
｜

一

参
照
）
。

そ
の
仕
組
み
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
す

一

る
と
、
ま
ず
P
C
B凶
は
自
分
が
管
理
し

一

て
い
る
A
の
車
の
情
報
を
P
C
日
間
に
向

一

け
て
送
信
す
る
。
P
C
B聞
は
こ
れ
を
受

一

信
し
て
、
自
分
の
メ
モ
リ
の
中
に
A
の
車

一

の
情
報
と
し
て
保
存
す
る
。
次
に

P
C
B
一

回
は
今
受
信
し
た
A
の
車
の
情
報
を
、

P
一

C
B
m
に
向
け
て
送
信
す
る
。
P
C
B間
一

は
こ
こ
で
A
の
車
の
情
報
を
受
信
す
る
。

同
じ
く
メ
モ
リ
に
保
存
す
る
と
と
も
に
次

一

の
P
C
B闘
に
送
信
す
る
。

P
C
B刷
も

一

同
様
に
受
信
、
保
存
し
て
、

P
C
B凶
に

一

送
信
す
る
。

図1こ
こ
で
P
C
B仰
が
送
信
し
た
A
の
車

一

の
情
報
が
P
C
B側、

P
C
目
的
、
P
C
一

B
闘
を
通
っ
て
再
び
P
C
B刷
に
戻
っ
て

－

来
た
。
こ
れ
を
ま
た
P
C
B仰
が
送
信
す

一

る
と
、
今
の
車
の
情
報
が
、
こ
の
ル
プ

一

の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
回
り
続
け
て
し
ま
う
ね
。一

そ
こ
で

p
C
B凶
は
こ
の
用
済
み
と
な
っ
－

た
A
の
車
の
情
報
を
消
し
て
し
ま
い
、

p
－

C
B倒
に
は
送
信
し
な
い
ん
だ
。

以
上
P
C
B
凶
と
A
の
牽
の
情
報
の
説

一

明
が
長
く
な
っ
た
け
れ
ど
、
同
様
に
し
て

一

P
C
B聞
は
車
の
情
報
を
P
C
B刷、

P
一

C
B刷、

P
C
B凶
に
伝
送
す
る
。
P
C
一

B
問
、
P
C
B聞
か
ら
も
、

C
の
車
、

D

一

の
車
の
情
報
を
流
す
、
と
い

っ
た
具
ム
問
。
一

こ
う
す
れ
ば
、
各
P
C
B
に
は
各
車
の
情

－

報
が
揃
い
、
ゲ
ー
ム
が
進
行
す
る
こ
と
に

一

な
る
ん
だ
。

こ
こ
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ス
ム
ー
ズ

一

に
ゲ
｜
ム
が
進
行
す
る
た
め
に
は
、
ベ
ラ
一

ポ
ー
な
通
信
の
速
度
が
必
要
に
な
る
の
は

一

わ
か
る
だ
ろ
う
。
逗
両
の
速
度
は
、
－
M

一

b

t

／
s
e
c、
ま
た
は
2
M
b
l
一

t
／
s
e
c、
通
信
デ
ー
タ
は
、
デ
ー
タ

一

（8
b
l
t）
＋
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
l
b
l
一

t
）
で
9
b
l
t
と
な
る
ん
だ
。

、

図2

金 ｜品

~ ..... 
実
際
の
転
送
方
法
は
、
図
2
を
参
考
に

一

し
て
説
明
し
よ
う
。

cぬ
と
い
う
力
ス
タ

一

ム
l
C
の
内
部
に
あ
る
レ
ジ
ス
タ
に
、
ゲ

ー
ム
に
必
要
な
デ
ー
タ
を
書
き
込
み
、
イ

一

ン
タ

l
フ
ェ
イ
ス
を
通
し
て
、
外
部
（
他

一

の
P
C
B）
と
通
信
を
行
う
ん
だ
。
転
送

一

情
報
に
は
、
テ
ス
ト
モ

l
ド
、
ア
卜
ラ
ク

一

卜
モ
ー
ド
、
コ
イ
ン
待
ち
、
ゲ
ー
ム
終
了

一

な
ど
の
ゲ

l
ム
に
関
す
る
情
報
等
も
あ
る

一

ん
だ
よ
。

全
国
ネ
ッ
ト
の
マ
ル
チ
プ
レ
イ

一

と
こ
ろ
で
、
通
信
機
能
の
管
一
体
に
は
マ

一

ス
タ
ー
と
い
う
も
の
が
存
在
せ
ず
、

2
台

一

か
ら
、
ト
ー
タ
ル
し
て
最
大
8
台
ま
で
が

一

自
由
に
組
み
合
せ
ら
れ
る
ん
だ
。

だ
か
ら
、
例
え
ば
、口

一γパ
μい
一

も

で

－

で

弘
ン
と
ね

一

目‘
F

－ヲ・
4
J
』

f
｛
グ

p
、サト

－

れ
日
川口
じ
一

こ
村川

同

一

俳口

、、．

な
ん
て
ふ
う
に
も
で
き
る
。

将
来
的
に
は
、
こ
の

C
犯
の
カ
ス
タ
ム

l
C
を
使
い
、
電
話
回
線
、
無
線
等
を
通

信
の
媒
体
と
し
て
考
え
れ
ば
、
全
国
ネ
ッ

ト
の
マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
ゲ

l
ム
も
可
能

に
な
る
の
だ
。
例
え
ば
、
家
に
も
居
な
が

ら
に
し
て
、
「
フ
ア
ミ
ス
タ
全
国
大
会
」
第

回
戦
は
北
海
道

v
s沖
縄
、
と
か
、
各

県
代
表
の
レ
ー
サ
ー
に
よ
る
「
F
l選
手

権
全
日
本
G
P」
（
で
も
こ
れ
は
、
各
家
庭

に
コ
ク
ピ
ッ
ト
産
体
が
普
及
し
て
な
い
と

で
き
な
い
ん
だ
け
ど
）
と
か
も
、
夢
じ
ゃ

な
い

っ
て
こ
と
な
ん
戸
、
。

た
だ
、
現
在
の
電
話
回
線
で
は
、
電
気

的
仕
犠
に
無
理
が
あ
る
た
め
、
ま
だ
不
可

能
。
だ
け
ど
、
N
T
Tが
2
0
ー
5
年
完

成
を
メ
ド
に
し
て
い
る
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー

に
よ
る
電
話
回
線

（吉岡速

・
広
世
帯
域
統
合

網
）
な
ら
ば
、
そ
れ
も
可
能
と
な
る
。
で

も
、
あ
と
お
年
も
か
か
る
ん
だ
な
あ
：
：
：
。

ぅ

、
パ
ッ
ク
卜
ウ
ザ
フ
ユ
｜
チ
ャ
ー

し
た
い
H
．

前
号
の
O
S
『
Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー
」
で
、

ご
め
ん
な
さ
い
が
一
つ
あ
り
ま
し
た
。

Q
4、
シ
ス
テ
ム

H
の
音
源
に
つ
い
て

の
答
え
が
、
一
部
違
っ
て
い
た
の
で
、
こ

こ
で
今
一
度
お
答
え
し
ま
す
。

ま
ず
、
シ
ス
テ
ム

H
の
サ
ン
ブ
リ
ン
ク

周
波
数
で
す
が
、

M
A
X
が
位
・
白
山
キ
ロ

ヘ
ル
ツ
で
、
そ
の
範
囲
内
で
自
由
に
設
定

で
き
ま
す
。
8
メ
モ
リ
（p
C
M
デ
ー
タ
）

は、

8
b
！
t
の
場
合
8
M
b
l
t
、
円M

b
！
t
の
場
合
は
ほ
M
b
l
t
と
な
り
、

シ
ス
テ
ム
l
と
H
は
同
じ
方
式
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

｜
｜
と
ま
あ
、
誤
っ
た
解
答
を
載
せ
て
し

ま
い
、
読
者
の
皆
さ
ん
、
並
び
に
ス
ポ
ン

チ
ヨ
教
授
に
も
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ
お
許
し

を
。

［出割説副
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－s
h

．，
 ハ

レ
、
νhマ
イ
、
ピ
ア
l
d開
エ
ピ
ワ
ー
ド

．
 

．
 

そ
の
昔
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
｜
に
板
チ
ヨ
コ
を

ω
・
め
ら
れ
た
こ
と
。
あ
の
時
は
、
怖
か
っ
た
：
：
・
。

枚
ほ
ど
買
っ
て
ヤ
ケ
食
い
し
、

由鼻
血
を
出
し
て
ぶ
つ

・
⑫
テ
ク
・
・
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
｜
の
目
、
心
に
余
裕
の

倒
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

－
あ
る
人
は
、
ク
ラ
ス
の
男
の
子
の
8

顔
ウ
オ
ッ
チ
ン

．
 

・
小
学
校
の
時
、
あ
る
女
の
子
が
男
の
子
に
渡
そ
う

・

eF
を
し
て
み
よ
う
。
希
望
を
持
っ
た
顔
、
っ
、
り
そ

と
し
て
、
男
の
子
が
断
っ
た
ら
女
の
子
は
泣
い
ち
ゃ

・
う
な
顔
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
で
い
る
ぞ
。
し
か
も

っ
た
。
ち
ょ
っ
と
カ
ワ
イ
ソ
ー
だ
っ
た
・
・：
。

－
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
が
近
く
な
る
と
、
何
か
と
目
立

．
 

．
 

「
ホ
ワ
イ
ト
デ
｜
に
、
な
ん
か
く
れ
る
ん
や
っ
た

・
と
う
と
す
る
や
つ
が
現
れ
る
の
も
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ら
チ
ヨ
コ
あ
げ
る
」
っ
て
言
う
コ
が
数
人
い
た
の
で
、
卜
だ
。

そ
う
い
う
約
束
を
し
た
。
い
．さ
2
月
同
日
、
予
定
外

の
コ
が
く
れ
た
。
そ
れ
が
な
ん
と
、

ρ
好
き
な
人
。
ゃ

っ
た
ん
や
な

7
1。
う
れ
し
か
っ
た
わ
｜
。

－
僕
が
小
学
二
年
の
頃
、
H
さ
ん
が
僕
に
さ
り
気
な

く
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
く
れ
た
。
そ
し
て
僕
は
3
月
同

日
に
、
暗
い
中
を
H
さ
ん
の
家
ま
で
走
っ
て
い
き
、

お
返
し
の
ホ
ワ
イ
ト
チ
ヨ
コ
を
あ
げ
た
。
も
う
あ
れ

か
ら
6
年
近
く
た
っ
た
。
H
さ
ん
や
み
ん
な
、

ど
う

し
て
る
か
な
あ
。

－
ぼ
く
の
友
人
は
、
昔
男
の
子
か
ら
チ
ョ
コ
を
も
ら

っ
た
。
複
雑
な
心
境
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

－
そ
れ
は
お
と
と
し
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
｜
の
こ
と
、

彼
女
か
ら
も
ら
っ
た
チ
ヨ
コ
を
そ
の
ま
ま
友
だ
ち
に

あ
げ
て
し
ま
い

：
、
見
事
に
別
れ
て
し
ま
っ
た
。
ち

ノ
＼
l
レト
A
F
r
〉
、
ど
〉
、

－
中
学
の
時
、
本
命
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
く
れ
た
彼
女

が
、
高
校
生
に
な
っ
た
ら
グ
レ
て
い
た
。

－
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
｜
の
最
大
の
思
い
出
は
、
女
の

子
が
2
人
で
来
て
、

「私
の
を
も
ら
っ
て
／
・
」
と
、
責

a惨
た
除
去
年
A
m

パ
レ
、
νhマイ、ピア・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を

ち
ら
い
ν
ま
し
た
か
っ
・

Y
E
S
と
答
え
た
人
が
幻
人、

N
O
が
お
人
。
過

半
数
の
人
が
チ
ョ
コ
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
数
は、

1
1
2
個
が
圧
倒
的
。
多
く
も
ら
え
ば
い
い
っ
て
も

ん
じ
ゃ
な
い
か
ら
ネ
。

そ
の
う
ち
、
本
命
の
子
か
ら
も
ら
っ
た
と
い
う
人

は
た
っ
た
の

g
人
。
初
人
が
義
理
チ
ヨ
コ
で
し
た
。

世
の
中
は
け
っ
ニ
う
キ
ビ
シ
イ
の
だ
。

も
ら
っ
た
時
の
気
持
ち
を
教
え
て
？

－
チ
ヨ
コ
は
大
好
き
だ
か
ら
、
う
れ
し
い
／

．
最
高
H
－

－
母
ち
ゃ
ん
、
妹
、
お
ば
ち
ゃ
ん
に
も
ら
っ
た
時
は

な
ん
と
も
思
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
後
輩
の
女
の
子
。

か
ら
も
ら
っ
た
時
は
、
や
っ
ぱ
り
V
E
R
R
Yう
れ

し
か
っ
た
。

－
姉
キ
か
ら
の
も
の
と
わ
か
つ
て
て
も
、
や
っ
ぱ
り

あ
り
が
た
み
が
あ
っ
た
。

－
や
っ
ぱ
り
も
ら
え
な
い
時
よ
り
は
う
れ
し
い

0

・
ラ
ッ
キ
ー
H

去年のバレンタインデーにチョコレートを
何個もらいましたか？

15人

12人

／
戸

内

v
h

’

O
 

0
 

0
 

0
 

勺勺勺 勺

勺 勺

2人

2人

2人

。。

。。

m
v
o
w
 

3コ

4コ

5～8コ

9コ以上

1コ

2コ
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人

？

人

g

d

m

人

mV
人

’H

区
1

u

f

ほ
J

m

〉

I

O
－

－7
0

m

v
m
v
mv
 

出
－

B
m
v
mv
m
v
m〉
人

生
ま

m
v
mv
m
v
m
V
4
人

人

風

説

mv
m
v
m〉

m
v
m
V
3

3
人

人

人

草

創

mv
m
v
m
v
m
v
o
m
v
m
V
2

2

2

L
同

店

内

v
m
v
m
v
m
v
m
v
m
v
m
v
m
v

士

好

mvm〉

J
－

mv
m
v
m
v
m
v
m
v
o
m
v
m
v
 

r

z
 

d
F

レ

炉

ん

V
EF

一

ス

灼

や

ン

w
d

ユ

ミ

コ

姫

ち

マ

ん

z
t
キ

イ

テ

モ

ス

」

ア

き

ク

さ

ル

ル

リ

約

リ

ゆ

ア

子

ワ

カ

ア

モ

ア

凶

セ

み

コ

s

a
F
M
h
r
h

’、

2
v

，F4hι 
R
E
N
－A
lし
τ
3つ・

現

在

、

好

き

な

人

が

い

ま

す

か

？

－

こ
と
ば
か
り
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
で
も
、
た
く
さ
ん

テ
レ
な
が
ら
、

Y
E
S
と
答
え
て
く
れ
た
人
が
幻

1
1

の
人
を
好
き
に
な
っ
た
り
、
ふ
ら
れ
た
り
し
て
る
人

人、

N
Oが
M
人
。
片
想
い
か
両
想
い
か
は
わ
か
ら

十

っ
て
、
と
っ
て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
て
る
。
人
に
対
す
る

な
い
け
と
、
か
な
り
の
人
が
、
今
、
恋
愛
し
て
る
ん

・
や
さ
し
さ
と
か
思
い
や
り
が
、
自
然
に
生
ま
れ
て
く

だ
ね
。

－
る
ん
だ

0
．
 

好
き
な
子
か
ら
チ
ヨ
コ
を
も
ら
っ
て
、
そ
の
後
も

・

そ
し
て
「
お
つ
き
あ
い
」
し
て
る
と
、
あ
ち
ゆ
る

「
お
つ
き
あ
い
し
て
る
」
っ
て
人
は
約
初
%。
そ
の
人

・
環
境
を
二
人
の
目
を
通
し

た
ち
は
、
片
想
い
か
ら
両
想
い
に
な
っ
て
、
「
H
A
P
’
ま
吉
ま
な
も
の
の
見
方
や

P
Y」
な
交
際
が
続
い
て
い
る
。
こ
れ
っ
て
結
構
、

ー
を
学
べ
る
。
受
験
と
か
っ

ス
ゴ
イ
こ
と
だ
よ
。
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
｜
っ
て
、
大

－

っ
て
、
乗
り
切
っ
て
い
け

き
な
。
チ
ャ
ン
ス
九
こ
れ
を
も
の
に
し
な
い
手
は
な

’

そ
し
て
い
つ
か
、
ジ
チ

い
ぞ
H
－

ー
み
た
い
に
、
ピ
ツ
タ
リ
と

と
に
か
く
、
。
誰
か
を
好
き
に
な
る
。
っ
て
、
す
っ

・
ぐ
か
も
し
れ
な
い
し
、
す

ご
く
大
切
な
こ
と
だ
よ
ね
。
ド
キ
ド
キ
し
た
り
、
ぅ

“
れ
な
い：
：
：。

R
E
N

・

れ
し
く
な
っ
た
り
、
つ
ら
く
な
っ
た
り
：
：
：
。
い
い

・
の
大
切
な
L
E
S
S
O
N

人
ほ
ど
、
今
度
は
お
返
し
が
大
変
だ
。

ホ
ワ
イ
ト
デ
l
に
何
か
お
返
し
を
し
ま
し
た
か

γ
E
5
9
人、

N
O
崎
人
。
あ
ら
あ
ら
、
結
構

4dhっ
て
い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
ね
。
何
を
あ
げ

た
か
と
い
う
と
ー
ー
ー
、
キ
ャ
ン
デ
ィ
が
5
人
、
ク
ッ

キ
ー
2
人
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

（
こ
れ
は
ホ
ワ
イ
ト
チ

ヨ
コ
か
な
）

2
人
。
そ
の
他
に
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、
ケ
ー

キ
、
マ
シ
ュ
マ
ロ
、
ペ
コ
ち
ゃ
ん
キ
ャ
ン
デ
ィ
、
カ

セ
ッ
ト
テ
プ
（
彼
女
の
好
き
な
曲
を
録
音
し
て
あ

げ
た
の
か
な
？
）
。
愛
を
贈
り
ま
し
た
／
な
ん
て
キ

ザ
な
ヤ
ツ
も
い
た
ぞ
。

「
あ
げ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
フ
ラ
れ
た
の
か
も

：
：
：
」
な
ん
て
人
も
。
。
義
理
。
は
、
マ
ア
ど
っ
ち
で

も
い
い
け
ど
（
た
だ
し
お
返
し
し
な
け
れ
ば
、
来
年

か
ら
は
こ
な
い
で
し
ょ
う
）
、
本
命
の
コ
か
ら
だ
っ
た

ら
、
絶
対
お
返
し
し
よ
う
ね
。
何
で
も
い
い
ん
だ
よ
、

心
の
こ
も
っ
た
も
の
な
ら
。
「
一
緒
に
行
こ
う
よ
」
っ

て
意
味
で
映
画
の
前
売
券
な
ん
て
の
も
、
エ
ラ
イ
／
・

す
で
に
こ
の
面
は
ク
リ
ア
、
次
の
エ
リ
ア
へ
進
ん
だ

も
同
然
だ
も
ん
ね
。

．地．．．食めす．．．－・
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て確 EEにみち者 じなて触た構す子なジよ 51 、取 1

N
G読
者
め
好
手
怠

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
除
つ
・

一
番
人
気
が
「
ロ
ッ
テ
の

V
l
p」。
工
蔵
静
香
の

人
気
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
気
口
問
あ
る
甘
さ
は
最
高

級

w－
次
い
で
、
み
や
ざ
わ
あ
う
、
の
「
キ
ッ
ト
カ

ッ
ト
」。
昔
か
ら
あ
る
け
ど
お
い
し
い
よ
ね
。
「
チ
ョ

コ

レ
ー
ト
は
、
メ
・
イ

・
ジ
」
と
ウ
イ
ン
ク
も
人
気

上
々
。
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
ア
イ
ド
ル
っ
て
、
切
っ
て

も
切
れ
な
い
間
柄
な
の
か
な
。

他
に
は
｜
｜
、
ロ
ッ
テ
霧
の
浮
舟
、
森
永
ぬ
l
ぽ
、

ロ
ッ
テ
ク
ラ
ン
キ
l
チ
ョ
コ
、
小
枝
チ
ヨ
コ
、
エ
ア

1
イ
ン
チ
ョ
コ
、
チ
ロ
ル
チ
ヨ
コ
、
た
け
の
ニ
の
里
、

き
の
こ
の
森
、
コ
ア
ラ
の
マ

l
チ
（
「
コ
ア
ラ
の
森
」

な
ん
て
キ
モ
チ
ワ
ル
イ
こ
と
を
書
い
た
人
も
い
た
）
、

マ
l
ブ
ル
チ
ョ
コ
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

l
マ
l
チ
ョ
コ

ピ
ッ
ク
リ
マ
ン
チ
ョ
コ
、
北
海
道
ホ
ワ
イ
ト
チ
ヨ
コ
、

山
：
：
：
。
「
本
人
の
お
手
製
に
決
っ
て
る
じ
ゃ
な
い

か
HU」
な
ん
て
の
も
あ
っ
た
の
だ
。

と
ゆ
｜
わ
け
勺
、

S
子
か
ら
チ
ョ

コ
を

も
ら
い
た
い
人
は
、
い
つ
も
の
宛
先
で
、

「S
子
の
チ
ヨ
コ
が
ほ
し
い
」
係
ま
で
ハ

ガ
キ
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
先
着
川
名
様

に
S
子
の
愛
が
こ
も
っ
た
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

を
お
届
け
し
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

21 
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身
盆
虐
い
の
績
は
れ
ぬ
恋

『
ド
ラ
ゴ
Y
パ
ス
タ
l
』
の
ク
ロ
1
ビ
ス
と
セ
リ
ア
の
場
合

ロ
ー
レ
ン
ス
王
国
第
二
王
女
の
セ
リ
ア
姫
と
、
王
ド
ラ
ゴ
ン
を
倒
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

国
親
衛
隊
長
第
一
子
の
ク
ロ

i
ピ
ス
。
幼
い
頃
か
ら
生
き
て
戻
れ
る
こ
と
が
不
思
議
な
ほ
ど
、
危
険
な

一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
多
か
っ
た
ふ
た
り
は
、
年
も
旅
。
し
か
し
、

ク
ロ
i
ピ
ス
に
は
何
の
た
め
ら
い
も

ひ
と
つ
違
い
。
仲
の
良
い
兄
弟
の
よ
う
に
、
宮
廷
の
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
愛
の
力
は
つ
い
に
奇
跡
を
呼

中
で
遊
ん
戸
、
。

ん
だ
。
ド
ラ
ゴ
ン
を
倒
し
て
セ
リ
ア
姫
を
救
い
出
し

月
日
は
流
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
成
長
し
た
ふ
た
り
。

た
の
だ
。

輝
く
ば
か
り
に
美
し
い
セ
リ
ア
は
、
王
女
と
し
て
の
王
国
に
再
び
平
和
が
訪
れ
、
「
ド
ラ
ゴ
ン
パ
ス
タ

気
回
聞
と
教
養
を
身
に
つ
け
、
ク
口
｜
ピ
ス
は
、
父
を
｜
」
の
称
号
を
ク
ロ
l
ビ
ス
は
与
え
ら
れ
た
。
し
か

越
え
る
べ
く
剣
伎
を
磨
き
、
王
国
へ
の
忠
義
を
尽
く

4

J

一線
化
三
で
い
郎
w
b
M

q
Hむ
刊
戸
児
れ
お
州
刊
誌

写
ピ

れ
な
い
・
・
。

「
セ
リ
ア
」
と
い
う
名
前
を
聞
く
だ
け
で
、
胸
が
と

き
め
く
。
む
ろ
ん
、
身
分
の
違
い
は
わ
か
っ
て
い
る
。

気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
会
え
な
い

日
が
続
く
と
、
勢
い
剣
に
打
ち
込
ま
ぎ
る
を
え
な
い
。

そ
う
、
ク
ロ
｜
ピ
ス
は
、
セ
リ
ア
を
愛
し
て
い
た
。

誰
に
打
ち
明
け
る
こ
と
な
く
、
ず
っ
と
心
の
中
で
想

っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、
グ
レ
ー
ト
ド
ラ
ゴ
ン
が
、
王

女
の
身
を
守
ろ
う
と
立
ち
は
だ
か
っ
た
父
の
セ
リ
ア

ズ
を
殺
し
、
愛
す
る
セ
リ
ア
姫
を
連
れ
去
っ
た
と
知

っ
た
持
、
怒
り
と
悔
し
さ
で
、
体
の
震
え
が
止
ま
ら

な
か
っ
た
。

－

－

b
口
l
ピ
ス
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
を
倒
す
た
め
に

旅
立
っ
た
。
名
誉
の
た
め
で
も
、
国
王
に
頼
ま
れ
た

か
ら
で
も
な
い
。

一
刻
も
早
く
愛
す
る
セ
リ
ア
を
助

け
出
し
、
彼
女
が
幸
福
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
邪
悪
な

永
遠
の
時
を
越
え
て
想
い
を
遂
げ
た
恋

『ド
モ
コ
ン
ス
ピ
リ
ッ
ト
』
の
ア
ム
ル
と
ア
リ
1
シ
ャ
の
場
合
（
け
れ
の
場
合
）

ア
ム
ル
と
ア
リ

i
シ
ヤ
も
幼
な
じ
み
。
父
親
同
土
で
め
ぐ
り
会
っ
て
い
た
知
市
内

が
親
し
い
友
人
だ
っ
た
。
だ
か
ら
ア
ム
ル
の
父
ス
コ

1
1遥
か
な
る
時
を
淑

4

る
。
魔
王
ザ
ウ
ヱ
ル
と

ツ
卜
が
死
ん
だ
後
、
ア
リ
｜
シ
ャ
の
父
の
ラ
オ
ス

周

太

陽

神
ア
l
リ
ア
が
戦
う
中
、
全
滅
し
た
村
に
生
き

王
は
、
彼
を
自
分
の
息
子
の
よ
う
に
慈
し
み
、
ふ
た
残
っ
た
孤
児
ミ
リ
ア
は
、
ラ
フ
イ
エ
ル
族
の
ロ
イ
の

り
は
兄
妹
の
よ
う
に
一
緒
に
育
て
ら
れ
た
。

父

に
助
け
ら
れ
、
ふ
た
り
は
兄
弟
と
し
て
育
て
品
部

い
つ
し
か
お
互
い
に
、
魅
か
れ
て
ゆ
く
ア
ム
ル
と
る
。
ミ
リ
ア
は
ロ
イ
を
一
都
い
、
ロ
イ
は
ミ
リ
ア
を
慈

ア
リ
i
シ
ャ
。
し
か
し
、
二
人
は
す
で
に
遠
い
過
去
し
ん
だ
。
日
ご
と
に
美
し
く
成
長
し
て
い
く
ミ
リ
ア
。

22 

し
、
こ
の
称
号
が
い
っ
た
い
何
に
な
る
の
か
。
彼
に

と
っ
て
、
魔
物
と
戦
っ
て
い
た
時
が
一
番
幸
せ
だ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
セ
リ
ア
へ
の
愛
を
全
身
に
充

た
し
て
、
我
が
命
の
す
べ
て
を
賭
け
て
戦
え
た
の
だ

か
ら
。
ド
ラ
ゴ
ン
を
倒
し
た
時
、
愛
も
終
わ
っ
た
。

ク
口
｜
ピ
ス
は
こ
の
時
、
彼
女
へ
の
も
っ
と
深
い
気

持
ち
に
気
づ
い
て
し
ま
っ
た
か
ら
。

セ
リ
ア
姫
は
ー
や
が
て
ど
こ
か
の
王
子
と
結
婚
し
、

王
国
を
継
ぐ
運
A

叩。
ど
ん
な
に
愛
し
合
っ
て
い
て
も
、

こ
れ
か
ら
先
、
決
し
て
人
生
を
共
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
身
介
が
違
う
の
だ
な
の
に
、
こ
の
ま
ま

姫
の
そ
ば
に
仕
え
る
の
は
あ
ま
り
に
辛
す
ぎ
る
・
・・。

ク
ロ
｜
ピ
ス
は
、
王
国
を
後
に
し
た
。
ま
た
官
険

を
求
め
て
旅
に
出
ょ
う。

セ
リ
ア
姫
へ
の
愛
を
こ
れ

か
ら
も
ず
っ
と
、
胸
に
秘
め
た
ま
ま
で
。

過、

＠
セ
リ
ア
と
ク
口
｜
ピ
ス
は
可
哀
そ
う
だ
ね
。

、

③
でも、

こ
こ
ま
で
来
た
ら
セ
リ
ア
は
、
身

過

分
も
財
産
も
捨
て
て
“
駆
け
落
ち
”
す
ベ

ー

き
よ
l

ゲ
l
ム
の
中
な
ん
だ
か
ら
、
そ

1

れ
く
ら
い
で
き
て
も
い
い
の
に
。
，駆
け
落
a

話

ち
ア
イ
テ
ム
e

と
か
あ
っ
て
喧
戸

、

＠
S
子
さ
ん
は
駆
け
落
ち
に
憧
れ
て
る

・4

の
？

（せtu

③
ウ
、
ウ
ン
、
そ
う
ね
え
。
だ
っ
て
ド
ラ
マ

島

チ
ッ
ク
じ
ゃ
な
い
。

，一

の
僕
は
、
敢
え
て
そ
う
し
な
か
っ
た
ク
ロ
ー

ト

ピ
ス
に
、

男
の
奨
学
を
感
じ
る
な
。
近
頃
、
．W

未
練
が
ま
し
い
男
が
多
い
じ
ゃ
な
い
。
ニ

ー・

こ
ま
で
で
き
る
ヤ
ツ
っ
て
ス
テ
キ
だ
よ
。

－

w

の
そ
も
ち
ょ
っ
と
憧
れ
ち
ゃ
う
な
。

③
そ
う
い
う
も
ん
か

し

ら

？

由

町

＠
だ
か
ら
、
そ
れ
に
比
べ
る
と
ア
ム
ル
は
、

．4

ち
ょ
っ
と
軟
弱
な
気
が
す
る
。

！

③
あ
ら
、
女
の
子
に
と
っ
て
こ
う
い
う
ハ
ッ

通

ピ
ー
エ
ン
ド
っ
て
、
ほ
ん
と
、
夢
見
ち
ゃ

う
わ
。

司

a
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ロ
イ
は
い
つ
し
か
彼
女
を
愛
し
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
想
い
を
告
白
す
る
日
も
待
た
ず
し

て
、
ザ
ウ
エ
ル
の
毒
牙
に
か
か
り
、
爆
発
し
た
建
物

の
下
敷
き
に
な
っ
た
ミ
リ
ア
。
は
歳
の
短
い
命
を
閉

じ
た
。

「
嘘
だ
ろ
う
、
ミ
リ
ァ
。
自
を
覚
ま
し
て
：
：：
」

あ
ふ
れ
る
涙
を
ぬ
ぐ
お
う
と
も
せ
ず
、
ミ
リ
ア
の
両

肩
を
揺
す
っ
て
も
、
彼
女
は
二
度
と
目
を
覚
ま
さ
な

~I L._" U 国判
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し
か
し
ミ
リ
ア
は
、
も
う
帰
っ
て
こ
な
い
。
ロ
イ

は
改
め
て
、
愛
す
る
者
を
奪
わ
れ
、
ひ
と
り
残
さ
れ

た
さ
び
し
さ
を
か
み
し
め
た
。
太
陽
神
ア
｜
リ
ア
は
、

ロ
イ
に
告
げ
た
。

「
悲
し
み
に
立
ち
向
か
う
こ
と
だ
。
そ
な
た
と
ミ
リ

ア
は
時
を
越
え
、
空
間
を
越
え
て
、
永
遠
に
結
び
つ

い
て
い
る
の
だ
か
ら
」
さ
ぽ
め

そ
し
て
今
、
悲
し
い
運
命
に
前
世
で
は
結
ば
れ
な

か
っ
た
ふ
た
り
が
、

一得
ぴ
め
ぐ
り
会
っ
た
。
そ
れ
が
、

ア
ム
ル
と
ア
リ
l
シ
ャ
で
あ
る
。

－

t
 

強
い
運
命
の
紳
で
引
き
寄
せ
ら
れ
た
ふ
た
り
は
、

皮
肉
に
も
再
び
、
ザ
ウ
エ
ル
と
死
闘
を
繰
り
広
げ
る
。

愛
す
る
ア
リ
l
シ
ャ
を
救
う
た
め
、

ラ
フ
ィ
ヱ
ル
族

の
血
が
流
れ
る
ア
ム
ル
に
ロ
イ
の
突
か
重
な
り
、
ブ

ル
i
ド
ラ
ゴ
ン
に
姿
を
変
え
た
。
そ
し
て
ザ
ウ
エ
ル

を
倒
し
、
ア
リ

i
シ
ヤ
を
そ
の
胸
に
抱
き
締
め
た
。

気
の
遠
く
な
る
ほ
ど
長
く
、
遠
い
時
間
と
空
間
を

越
え
て
、
ふ
た
り
は
や
っ
と
結
ば
れ
た
の
だ
。
も
う
、

離
さ
な
い
。
二
度
と
離
し
は
し
な
い
。
ど
ん
な
過
酷

な
運
命
が
、
ふ
た
り
を
引
き
離
そ
う
と
し
て
も
。

共
に
戦
い
幸
福
を
勝
ち
取
る
、
共
働
き
タ
イ
プ
の
恋

『
ド
ル
ア
l
ガ
の
塔
』
の
ギ
ル
と
カ
イ
の
場
合

政
治
に
抑
市
（
神
の
お
つ
げ
）
を
重
ん
じ
て
い
た
王
そ
し
て
ギ
ル
が
回
復
す
る
の
事
待
っ
て
、
カ
イ
は
イ

家
に
と
っ
て
、
女
神
イ
シ
タ
｜
に
仕
え
る
恥
走
力
イ
シ
タ
ー
か
ら
授
け
ら
れ
た
魔
法
の
テ
ィ
ア
ラ
を
つ
け
、

は
、
大
変
高
貴
な
存
在
。
？

対

ぃ

、
礼
節
を
わ
き
塔
へ
向
か
う
仕
度
を
し
九
驚
い
て
ギ
ル
は
止
め
九

ま
‘
ヘ
誰
に
も
や
さ
し
く
接
す
る
心
暖
か
な
力
イ
に
、
不
自
由
な
こ
の
身
で
は
、
一
緒
℃
行
く
こ
と
さ
え
で

王
国
の
若
き
王
子
ギ
ル
ガ
メ
ス
が
、
恋
心
争
抱
い
た
の
き
な
い
。
し
か
し
イ
シ
タ
｜
の
命
で
、
苦
し
む
人
々
を

も
不
思
議
な
こ
と
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
カ
イ
だ
っ
一
刻
色

τ救
い
た
い
カ
イ
は
、
ド
ル
ア
｜
ガ
を
倒
し

て
、
ち
ょ
っ
と
無
鉄
砲
だ
け
ど
正
義
感
に
あ
ふ
れ
、
困
に
単
身
塔
へ
乗
り
込
ん
で
い
つ
れ
、

っ
て
い
る
人
事
昆
る
と
ほ
っ
て
お
け
な
い
心
や
さ
し
い
だ
が
、
ギ
ル
．寸
心
配
し
た
通
り
、
カ
イ
は
ド
ル
ア
｜

ギ
ル
矢
い
つ
し
か
深
く
慕
っ
て
い
九
そ
ん
な
ベ
ス
ト
ガ
の
魔
力
で
、
囚
れ
の
身
と
な
っ
て
し
ま
っ
九
恋
人

カ
ッ
プ
ル
の
ふ
た
り
。

や
失
っ
た
ギ
ル
の
嘆
き
は
天
上
界
の
ア
ヌ
神
に
届
き
、

し
か
し
、
突
然
の
帝
国
の
攻
撃
で
王
国
は
滅
さ
れ
1

ア
ヌ
神
は
ギ
ル
に
、
勇
気
を
力
に
変
換
で
き
る
黄
金

か
つ
色
ゅ
う

王
子
の
ギ
ル
と
て
奴
隷
に
さ
れ
て
、
塔
建
設
の
人
夫
の
甲
胃
を
与
え
九
カ
イ
を
救
い
出
し
、
フ
ル

i
ク

と
し
て
働
か
さ
れ
た
そ
し
て
、
ア
ヌ
神
の
怒
り
で
崩
リ
ス
タ
ル
ロ
ツ
ド
を
取
り
戻
す
た
め
、
黄
金
の
甲
胃
を

さ
れ
れ
培
の
下
敷
き
に
な
っ
て
負
傷
し
た
ギ
ル
。
カ
イ
身
に
つ
け
、
ギ
ル
は
旅
出
つ
十
「
｜
。

は
大
切
な
人
ギ
ル
矢
必
死
に
看
護
し
九
こ
の
時
二
ド
ル
ア
l
ガ
を
倒
し
、
ま
た
新
た
な
冒
険
に
向
つ

人
は
改
め
て
、
お
互
い
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
て
、
手
に
手
を
取
っ
て
旅
出
つ
ギ
ル
と
カ
イ
。
愛
と

存
在
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
だ
平
和
の
た
め
に
力
を
合
わ
せ
て
戦
い
、
冒
険
を
し
て

DER 

也、通、

．－

e
 

＠
ヲ
ん
。
そ
り
ゃ
あ
誰
だ
っ
て
こ
ん
な
に
う

ま
く
い
け
ば
い
い
っ
て
思
う
け
ど
。
で
も、

4
t

非
現
実
的
吋
mm
・
9
%
あ
り
え
な
い
で
し

・6
、

よ
、
こ
、
つ
い
、
つ
の
。

H
M

⑤
ん
1
、
少
女
マ
ン
ガ
の
世
界
み
た
い
な
と

6

こ
ろ
は
あ
る
わ
よ
ね
。

、

＠
そ
の
点
ギ
ル
と
カ
イ
は
、

す
ご
く
現
代
的
。
迫

す
ぐ
近
く
に
い
そ
う
だ
ね
。
こ
ん
な
ふ
た

り
っ
て
。

：
。
ヂ
イ
ン
タ
ス

aM

③
そ
う
そ
う
。
今
〉
行
の
D
I
N
K
Sか
し

h

ら（廿
T
O
。
結
婚
し
た
ら
、
き
っ
と
う
ま
く

い
く
わ
ね
。
た
よ
り
に
な
る
お
嫁
さ
ん
つ

＠

て
感
じ
。

，

＠
ド
ル
ア
｜
ガ
の
犠
み
た
い
な
団
地
に
住
ん
－

s

で
た
り
し
て
：
。

，4

③
他
の
物
語
の
お
姫
様
っ
て
、
さ
ら
わ
れ
る

と
た
だ
助
け
に
来
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て

し場

る
だ
け
で
し
ょ
。
他
力
本
願
よ
ね
。
で
も

カ
イ
っ
て
、
自
ら
戦
っ
て
行
く
じ
ゃ
な
い
、

B

そ
こ
が
エ
ラ
イ
l

h唾

＠
す
ご
く
強
そ
う
。
「
イ
シ
タ
｜
の
復
活
」
で

は
、
ギ
ル
な
ん
て
、
召
使
い
み
た
い
に
後

ad

に
従
え
て
る
。

③
の
そ
は
、
カ
イ
み
た
い
な
子
は
好
き
じ
ゃ

皐

な
い
の
？

・6

＠
そ
ん
な
こ
と
な
い
よ
。
す
ご
く
パ
イ
タ
リ

a

テ
ィ
が
あ
っ
て
、
自
分
か
り
楽
し
い
こ
と

4

と
か
見
つ
け
て
き
そ
う
。
そ
う
い
う
の
つ
．

て
、
魅
力
的
だ
と
思
う
な
。

島

③
自
立
心
が
あ
る
よ
ね
。

の
勇
．
か
弱
く
な
っ
た
っ
て
い
わ
れ
る
け
ど、

日払

女
の
子
に
気
に
入
ら
れ
よ
う
と
し
て
、
や

q

た
ら
ま
め
に
調
べ
た
り
と
か
、
し
す
ぎ
る

ー

ん
だ
よ
。
の
そ
は
軟
弱
な
男
の
子
に
一

言

伝

言
い
た
い
1

女
の
子
の
強
さ
と
か
パ
イ

タ
リ
テ
イ
を
理
解
し
て
あ
げ
れ
ば
、
逆
に

通

男
の
子
も
余
裕
が
で
て
き
て
、
男
ら
し
く

な
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。

＝
w

③
N
G
の
読
者
に
は
、
そ
ん
な
軟
弱
な
人
は
－

g

い
な
い
わ
よ
。

＠
ま
あ
、
結
局
こ
こ
に
出
て
く
る
男
の
子
つ

岱

て
、
み
ん
な
と
っ
て
も
純
粋
な
ん
だ
ね
。

．4

初
恋
を
そ
の
ま
ま
貫
こ
う
と
し
て
る
。

、．3

③
そ
う
ね
。
そ
う
い
う
ピ
ュ
ア
な
気
持
ち
を
、

14

大
切
に
し
て
る
の
ね
。
と
こ
ろ
で
、
の
そ

ー

の
初
恋
の
相
手
っ
て
だ
あ
れ
？
ネ
、
教

・4
唱

え
て
、
教
え
て
l

＠
S
子
さ
ん
、
何
で
急
に
そ
ん
な
こ
と
聞
く

参

の
。
そ
ん
な
の
こ
こ
で
雪一
回
え
る
ワ
ケ
な
い
．
4

じ
ゃ
な
い
・

（モ
ジ
モ
ジ）
。

i

雪
ワ
ァ
｜
、
の
そ
っ
た
ら
耳
ま
で
真
っ
赤
に

辺

司
な
っ
て
る
。
の
そ
も
ほ
ん
と
に
純
粋
な
の

徐

担
ね
f

。

国

：
・

・・：
・

通
，
白
川
，

b
，

腎

，

品

川

喝

、

通

也、・.、場、’E虫、 ，ti・場、

23 
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ヨ
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聞
E

－－
E

・E
・－－－－－－

ん
や
ら
や
。
と
こ
ろ
で
ハ

1
ト
の
プ
ラ
、
不

タ
リ
ウ
ム

っ
て
何
な
の
？

N
G
の
そ

ラ
ジ
ア
メ

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て

先
日
ク
リ
ス
マ
ス
チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ー
テ

ィ
に
行
っ
て
来
ま
し
た
。
と
っ
て
も
素
晴

ら
し
か
っ
た
で
す
。
（
l
中
略

i
）
私
た
ち

は
2
5
0
0
人
の
中
か
ら
抽
選
で
避
は
れ

た
と
聞
き
ま
し
た
。
非
常
に
腹
が
立
ち
ま

す
。
な
ぜ
全
員
招
待
し
て
く
れ
な
い
の
で

す
か
？
入
場
料
を
取
ら
れ
た
っ
て
い
い
。

み
ん
な
来
た
い
は
ず
で
す
。

⑤
日
野
市

D
E
A
T
H
－
F
I
G
H
T
E
R

伐
も
で
さ
る
こ
と
な
ら
全
日
比
を
ザ
び
た

に

で
も
会
場
に
は
山
必
μが
あ
る
し
、
州

選
を
や
め
て
入
場
料
を
い
た
だ
く
と
い
う

の
も
心
が
焔
む
ん
だ
。
神
よ
、
私
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の．
で
し
ょ
う
。
ー時九
t悩
ん
て

し
ま
う
川
井
さ
ん
な
ん
で
す
。

ハ
ム
レ

ッ
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
回
井
凡
人

名
前
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た

の
そ
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
私
は

N
G日
記

号
の
「
ナ
ム
コ
ド
ラ
イ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
ゲ
ー
ム
の
歴
史
」
の
ペ
ー
ジ
を
見
て

「
こ
っ
、
こ
の
ゲ
｜
ム
は
っ

H
」
と
思
い

ま
し
た
。
あ
れ
は
私
が
ま
だ
2
、
3
歳
の

頃
の
こ
と
。
某
一
ア
パ
ー
ト
で
母
と
一
緒
に

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
へ
入
り
、
特
に
自
に
入

っ
た
の
，か

『
レ
ー
サ
ー
』
だ
っ
た
の
で
す
。

ま
だ
忘
れ
は
し
ま
せ
ん
。
ま
だ
小
去
、
く
て
、

足
が
ア
ク
セ
ル
に
届
か
ず
に
母
に
ふ
ん
で

も
ら
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
左
右
に
動
か
し
た

こ
と
を
。
あ
れ
以
来
ず
っ
と
、
「
あ
の
ゲ
｜

B
」

ム
機
の
名
前
は
？
」
と
思
っ
て
い

一
た
の
で
す
が
、
ど
う
も
あ
り
が
と

一
う
ご
ぎ
い
ま
し
た
。
や
っ
と
名
前

一
が
わ
か
つ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
こ

開
一
れ
か
ら
も
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
く

同
一
だ
さ
い
。

山
一

⑮
島
根
県
月
夜
の
使
者

同
一

い
い
話
だ
な
あ
。
僕
も
幼
い
頃

県
一
を
思
い
出
し
て
ジ

l
ン
と
き
て
し

制
一
ま
っ
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
人
の
心

土

に
残
る
ナ
ム
コ
ゲ
l
ム
て
い
た
い

よ
ね
。

N
G
の
そ

｜
｜
1
9
9
0年
の
夢

l
l

究
極
の
グ
ル
メ
生
活

今
年
こ
そ
は
フ
ォ
ア
タ
ラ
を
い
た
だ
く
。

上
野
の
た
い
ま
る
か
ら
盗
ん
だ
と
ん
テ
キ

の
調
理
法
を
死
ん
で
も
キ
ワ
め
る
。
俺
は

究
極
の
味
を
求
め
、
道
に
落
ち
て
い
た
ひ

や
し
あ
め
ド
リ
ン
ク
を
全
部
飲
み
干
し
、

メ
ッ
コ
ー
ル
を
一
口
飲
ん
で
気
絶
し
た
ほ

ど
の
強
者
な
の
だ
。
今
度
、
ア
ル
テ
ミ
ス

を
い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。
つ
ル
キ

ュ
i
レ
も
美
味
し
そ
う
だ
が
や
っ
ぱ
り
俺

は
ア
ル
テ
ミ
ス
の
ほ
、
つ
が
い
い
。
M
D版

『
フ
ェ
リ
オ
ス
』
は
、
カ
バ
ー
を
板
チ
ヨ
コ
、

基
板
は
の
り
セ
ン
ベ
エ
で
作
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
そ
う
す
れ
ば
お
い
し
く
い
た
だ

け
る
。
ナ
ム
コ
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ハ
ー
ド
も

早
く
食
い
た
い
の
で
出
し
て
く
れ
。

一
緒

に

『
ワ
ル
キ
ユ
レ
』
で
も
出
し
て
く
れ

れ
ば
自
由
軒
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
カ
レ
ー
に

も
勝
る
味
を
出
す
事
で
あ
ろ
う
。
期
待
し

て
お
る
ぞ
よ
。
松
山
じ
ゅ
ん
の
ふ
れ
合
い

宅
急
便
。
こ
れ
じ
ゃ
夢
じ
ゃ
ね

i
な
。
ケ

ケ
ケ
、
ハ

l
卜
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
H
a

⑮
千
葉
県

T

・。

ご
注
文
の
お
料
開
は
、
ち
ょ

っ
と
お
時

間
が
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
、
ウ

ニ
さ
ん
が
、
デ
ィ
ロ
ス
の
行
に
刻
の
ス
パ

イ
ス
「
お
ま
た
」
を
は
し
に
’れ
っ
て
い
る

と
こ
ろ
な
の
だ
。

ハ
ー
ド
も
ハ
ー
ド
で
え

訴を、， ．

験；
だ、

／／ 

み
ん
な
の
1
9
9
0
年
の
夢
は
、
位

が
受
験
に
合
格
す
る
こ
と
。
2
位
が
ゲ

ー
ム
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
。
3
位
以
下

は
い
ろ
い
ろ
で
、
何
か
を
買
う
と
か
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
賞
に
当
た
る
な
ど
で
し
た
。

夢
の
あ
る
夢
つ
て
の
が
な
く
て
ち
と
残

念
で
L
TZ
の
そ
の
夢
？

う
つ
、
そ

れ
は
ヒ
ミ
ツ
だ
よ
｜
。
て
へへ・：・

。
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臨立
つ
時
、椅

子
を
接
さ
す

意
味
・
調
子
が
悪
い
と
む
し
ゃ
く
し
ゃ
し

て
椅
子
を
壊
す
人
が
い
る
が
、
本
当
の
ゲ

｜
マ
｜
は
、
反
省
し
て
次
回
挑
戦
す
る
フ

ァ
イ
ト
を
燃
や
せ
、
と
い
う
意
味
。

〈
山

口

県

中
嶋
聡
史
〉

‘
，
し
ゃ
く
し
ゃ
す
る
人
は
、
性
何
f争
捕
明

d
、
し
た
り
せ
ず
に
ナ
ム
コ
の
エ
レ
メ
カ

『
ワ
ギ
ャ
ン
』
や、
『
ワ
ニ
ワ
ニ
パ
ニ
ッ
ク
』

や

『
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン』

で
ス
ト
レ
ス
解
消

す
る
よ
う
に
ね
。
聡
史
く
ん
は
偏
差
値
臼

だ
よ
。

＝まー。・剖喜

重；5
Z子

自費 lま
露五 目
オヒ王立
宣正つ
ま い

た〈さん作品が届いたってのに、

前号のおわびを入れたらスペー

スが少な〈なっちゃったよ。

次周はその分もどーんと蛾せる

からね／ 〈構師ウニ〉

66 50 刊蝿

＇~ '1 錘
よ 65 下直

図ナ N フ．ムG , 
券ヲぇ L

｜醐 シ んー

｜円ャ U ノ

l分 〉つ ト初
‘，λ
る
。
で
も
こ
れ
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
の

am司
問
題
も
あ
る
よ
J
泌
る
時
は
λ
ん
ひ

つ
を
持
っ
て
、
白
川を
漕
が
な
い
よ
う
に
沌

怠
し
て
ネ
。
北
村
く
ん
に
は
白
い
っ
ち
ゃ

お・
フ。あ

と
の
つ
ま
り

意
味
・
A
V
G
な
ど
で
、
は
じ
め
は
ス
イ

ス
イ
と
進
ん
で
も
、
結
局
詰
ま
っ
て
し
ま

い
、
攻
略
本
や
友
人
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
A
V
G．ヶ
l
マ
｜
の
悲

し
き
末
路
。

〈宮
崎
県
西
村
一
燭
v

‘v当だ
ね
。
で
も
品
ま
る
か
’り
お
も
し

，E
司
ろ
い
ん
だ
よ
。
だ
っ
て
、

品
ま
ら
な

T
l
r
±
J
b
h
？
・晶

、
』
P
L
」
。
、
人

l
t
L
’
j
t
t
L
1
4r
t

ス
d

－内
村
く
ん
は

＼
J
1
lf

l

u嗣
是
似

ωだ

主、
。

V
西
村
く
ん

作
の
ウ
ニ

量
空
白
ソ
方
向
，
手
、
M
H
J
を

苛

3
た
Mm公
園
に
竃
泊
り

し

τν
た
S
子
除
、
事
司
ウ

品
H
H
可
．
を
冷
や
し

T
し
ま

い
旬
、
舎
、
値
腐
食
に
適
ウ
マ
い
切

る針。

a
i
ォ
？
言
。

み
ん
怒
陣
ど
ん
恕
オ
守
、
M

コ
し
T
3？

S
子
に
こ

つ
ぜ
『
り
鍍
え
T
ね
f

「
も
小
刊
「
サ
ン
ド
ラ
」

な
ん
て
雑
誌
を
作
っ
ち

ゃ
お
う
か
な
。

T
E
M

〈
ん
に
は

N
G
侭
よ

r・

サ
ン
ド
ラ
が
新
聞
に
／

日
月
3
日
日
曜
日
の

朝
日
新
聞
、
お
や
｜
と

d
n
p

思
っ
た
の
が
－

－れ
。
大

＼

γ
戸
内ご

好
き
な
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
フ

｛

G・4
ヲ一

ア
ン
の
番
組
「
サ

ン

デ

／

宇

と

l
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
」

を
略

fー

し
て
サ
ン
ド
ラ
と
い
う

み
た
い
。
自
に
浮
か
ぶ
、
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の

服
を
着
た
サ
ン
ド
ラ
。
発
見
者

T
E
M

「
源
平
」

発
見
／

S
子
さ
ん
こ
ん
に
ち

は
。
今
回
私
が
送
っ
た

写
真
は
、
私
の
家
か
ら

2
M
ほ
ど
離
れ
た
所
に

立
っ
て
い
た
看
板
を
写
し
た
物
で
す
。
実

際
に
こ
の
店
に
行
っ
た
こ
と
は
な
い
の
で

す
が
、
。店
の
人
が
景
清
や
琵
琶
法
師
の
か

つ
こ
う
を
し
て
い
る
。
な
ん
て
こ
と
は
な

い
と
思
い
ま
す
。
た
ぶ
ん・

・
・
。

発
見
者

愛

知

県

玉
履
く
ん

P
ぐ

の

パ
ぜ

こ

つ

＋4

’
 

ん
力
ぽ
り
よ
掴
相

さ
ろ

ι仇
た

だ

情

圃

．．．． 

』，，‘圃
1
a

，．
A
副

砂
吉
こ

勺

つ

‘正

一
占
官

E
副
刷
圃
．
．
川
ヤ
川
叩

例

，と
わ
吋
u
胤
俳
い

）

．T副
州

r引
圃

が

匂

切

、
／
れ
変
も
ム
詳
ね

．

』
J

凶
釦
M
L
E
吋
1

ア
そ
れ
に
一

（

て

の
日
，
M
が
し
め

肘

M
l
I
サ
引
い
V

ア
h

封

け

げ

弘

枝

さ
た

J

ち
部
ご

『
コ

n
E

ぺl
l
M

ム
で
い
な
小
ん
て
段

出
始
川
一
日

1
択

。

叩

叫

1
E
h
m
y「
h
V
J
ナ

在

れ

ス

富

み
下

『

J

h

唱
内
ι／
内
拘
パ
1
r

の

健

凶

ト

に

て

の

に戸つ

G

の－

A
継
い

F
」

L
司
u
f
L
M
m／
／

辺
は
お
一

イ
来

ジ

d

i

ヤ
士
し
て
さ

恥

円

・

砂

川

－
一「
閤
戸
戸

周

立

じ

デ

テ

度

一

号

に

キ

つ

で

い

な

コ

司

令

て

』

句

V
L
城

日

ん

。
エ
一

べ

前

中

立

あ

い

な

ん

F

r

a

，r＼
r
k
割
引

C

一
リ
ラ
ひ
の

S
子

サ
ン
ド
ラ
が
野
球
を
し
た
a
り
か
わ

い、
い
わ
よ
ね
。
こ
ん
な
の
新
聞
で
見
つ
け

た
ら
う
れ
し
〈
て
小
踊
り
し
ち
ゃ
う
。

s
S
子

力
の
入
っ
た

『み
そ
煮
込
み
』
と

『存
司
』
ね
え
。
こ
れ
を
食
べ
る
と
、

エ

ネ
ル
ギ
1
ポ
イ
ン
ト
が
地
・
λ
た
り
し
て
。

完了
．を
指
し
て
い
る
矢
印
を
見
る
と
、
ど
う

や
ら
減
干
の
枇
界
一
は
天
上
界
に
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
わ
ね
。
ド
緩
く
ん
に
も
N
G

杯
い
っ
ち
ゃ
お
l
。

－
圃
弘
U
」

・
雑
貨
屋

（担
当
の
そ）

aれい
＼

イ
ラ
ス
ト
、
お
た
よ
り
、
今
月
の
発

見
や
開
発
へ
の
お
た
よ
り
な
ど
は
こ
の

コ
ー
ナ
ー
に
ね
。

－
オ
タ
ン
コ
ナ
ス
の
コ
ー
ナ
ー

（
担
当
S
子）

最
近「

こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
た
よ

り
が
少
な
い
の
。
オ
タ
ン
コ
を
つ
ぶ
さ

な
い
た
め
に
も
み
ん
な
｜
、
し
っ
か
り

投
稿
す
る
の
よ
｜
お
／

－
こ
と
わ
ざ
予
選

（講
師
ウ
－
一
）

こ
と
わ
ぎ
は
言
技
。

一
本
ぱ
し
っ
と

決
め
て
み
て
ね
。
入
校
槌
時
受
付
中
。

・
ゲ
l
ム
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
ナ
ー

反
応
あ
り
。
ゃ
っ
た
｜
。
こ
れ
で
レ

ギ
ュ
ラ
ー
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
立
派
に
や

っ
て
い
け
る
ぞ
。
た
だ
、
意
外
と
怖
い

の
が
開
発
担
当
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
だ
っ

た
り
し
て
。
で
も
正
直
に
や
り
ま
す
よ
。

鋭
い
批
判
も
大
歓
迎
だ
か
ら
ね
。
抽
選

で
5
名
に
N
G
オ
リ
ジ
ナ
ル
T
シ
ャ
ツ

が
当
た
る
よ
。

〈
お
礼
v

⑪
の
N
G
杯
の
人
に
は
「
N
G
オ
リ

ジ
ナ
ル
丁、
ン
ヤツ」、
⑤
の
元
気
杯
の
人

に
は

「ナ
ム
コ
・
オ
リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ク

マ
ン
タ
オ
ル
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

〈応
募
要
憩

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

T
E
し
を
書
い
て
、
p．M
の
住
所
の
側

ナ
ム
コ

・
N
G
編
集
室
「
元
気
新
聞
O

O
係
」
へ
。

〈〆

切
v

次
号

（3
月
初
日
発
行
の

4
B芳
）

に
採
用
に
な
る
た
め
の
〆
切
は
2
月
何

回
だ
よ
。
そ
れ
以
降
に
着
い
た
物
は
そ

の
ま
た
次
号

（5
月
初
日
発
行
の
6
月

号
）
の
検
討
対
象
と
な
る
よ
。
で
も
、

書
き
た
い
時
が
送
る
時
っ
て
こ
と
も
あ

る
か
ら
お
気
軽
に
。
オ
タ
ン
コ
や
こ
と

わ
ざ
な
ん
か
は
気
に
せ
ず
出
す
と
い
い

か
も
よ
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・圃（プレイシティキャロット 目立店）営業時間・11:oo～22:00年中無休／fi0294・34-1010／住所・茨減県目立市鮎川町6-7-25
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－
－
 

企
た
ず
ね
人
V
N
G
日
月
号
の
元
気
新
聞
H
ベ
l
ジ
に
蹴
っ
た
「
車
京
都
町
S

G
B
」
〈
ん
と
「
ど
う
し
て

」
の
「よ
こ
に
ゃ
ん
」

E
B
E
E
－
－
E
E
E
－
－

．お

さ
ん
、
見
て
い
た
勺
N
G
編
集
室
の
ウ
こ
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
／



－E
B
E
B
E
E
－
－

E
B
E
B
E
E
－
－

B
E
B
E
E
－
－

B
E
a
－
－
 

ね
。
読
者
の
皆
さ
ん
／
仲
間
内
で
ア
レ
コ

レ
言
う
だ
け
じ
ゃ
な
く
っ
て
、
お
ハ
ガ
キ
出

し
て
み
ま
せ
ん
か
？

一・園田園陸紺．．．．圃・・・

ド炉~~t1；~~~＇1JJ-t-=
総
合
評
価
は
4
と
出
た
ぞ

今
回
の
『
バ
｜
ニ
ン
ク
フ
オ
｜
ス
』
は
、

ま
あ
ま
あ
だ
ね
っ
て
い
う
意
見
が
大
半
を
占

め
ま
し
た
。
「
い
ま
い
ち
」
と
い
う
声
も
少
守
。

で
は
項
目
別
に
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ム
H

ま
ず
〈
1
v。
タ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
は
、
「
キ
レ
イ

刀
」
「
さ
す
が
S
Y
S
H
／
」
つ
て
の
が
ほ
と

ん
ど
。
あ
よ
v

「
ス
ピ
ー
ド
の
差
が
わ
か
り
に

く
か
っ
た
」
「
ひ
ろ
み
ち
ゃ
ん
の
顔
を
も
っ
と

見
た
か
っ
た
」
「
教
子
ち
ゃ
ん
か
i
い
い
」
な

ん
て
の
も
あ
り
ま
し
た
ね
。

B
G
M
は
、
「
ノ

リ
eか

い
い
／
」
「
C
D
に
期
待
し
て
ま
す
」
と

い
っ
た
と
こ
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
以
上
に
た
く

さ
ん
あ
っ
た
の
が
「
間
こ
え
な
か
っ
た
・
：
」

と
い
う
こ
意
見
。
お
店
の
人
が
、
大
き
い
効

果
音
に
合
わ
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
ん
で
し
ょ

う
ね
l
。

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
「
F
d
定
が
面
白
い
」
「
取
っ

て
つ
け
た
み
た
い
」
「
安
＋
庫
i
」
な
と
な
ど
。

「
試
験
の
成
績
が
欲
し
か
っ
た
」
と
い
う
ご

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
爽
快
感
は
、
「
イ
ラ
っ

く
／
」
「
爽
快
と
い
う
よ
り
恐
怖
」
「
も
う
一
発

撃
ち
た
い
／
」
「
こ
の
ゲ
l
ム
っ
て
よ
け
る
の

が
メ
イ
ン
で
し
ょ
」
と
不
満
が
多
か
っ
た
よ

う
で
す
ね
。

‘前回の結果発表・ゆ惨 （サンプル数 7日名）
前回のテーマ結果は
［）~＇ーニングフォース］
結果はこれだ。（l)項目別に評価すると何点？

4
M
 

た

』

」

つ

圃
あ

且

＋
A
罰

則旦

果
．
効

且
た

引斗

＋
J

A

、

民主

t

’
a
n
f

．
分
且
斗

且
を

D
L

止
ン

た

E

一

つ

且

レ

品

店

札
プ

な

：
アエ

人

と

G
u

h
J
n
t
u
 

υけ
た

U
H

つ

但

あ

操
作
性
に
つ
い
て
は
、
「
パ
イ
汐
の
ス
ピ
ー

ド
調
節
が
お
も
し
ろ
い
」
「
操
縦
得
タ
イ
プ
の

ゲ
｜
ム
と
上
下
が
逆
で
図
っ
た
」
「
ア
ナ
ロ
グ

ス
テ
ィ
ッ
ク
に
し
て
／
」
と
い
っ
た
感
じ
で

し
た
。
僕
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ン
パ
ネ
に
し
て

欲
し
か
っ
た
な
！。

結
論
は
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
4
、
B
G
M
4
、

ス
ト
ー
リ
ー
3
、
シ
ュ

i
テ
ィ
ン
グ
3
、
操

作
性
3
で
、
総
合
が
4
と
い
う
と
こ
ろ
。
う

ー
ん
、
ゲ
l
ム
本
来
の
お
も
し
ろ
さ
と
い
う

観
点
か
ら
は
、
シ
ユ
｜
テ
イ
ン
グ
や
操
作
性

の
ほ
う
に
カ
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
ね
。

続
い
て
〈
2
1
効
果
が
あ
っ
た
と
い
う
お

答
え
の
多
く
は
「
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
っ

て
良
い
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。
「
ど
っ
ち
も

中
途
半
端
で
逆
効
果
」
な
ん
て
人
も
い
た
み

た
い
ね
。
好
み
に
よ
っ
て
、
パ
イ
ク
派
と
エ

ア
ブ
レ
ー
ン
派
に
『
分
か
れ
て
ま
す
ね
。
工
ア

ブ
レ
ー
ン
派
の
「
バ
イ
ク
は
2
方
向
だ
か
ら

よ
け
に
く
い
／
」
に
対
し
て
「
ス
ピ
ー
ド
調

節
が
重
要
で
お
も
し
ろ
い
ん
だ
／
」
と
い
う

バ
イ
ク
派
。
僕
は
バ
イ
ク
派
で
す
。

そ
の
他
に
も
、
と
っ
て
も
興
味
深
い
意
見
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
み
ん
な
の
意
見
が

さ
ら
に
開
発
の
皆
さ
ん
に
届
き
や
す
く
な
っ

た
な
ん
て
、
と
っ
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
す

古
監
且

生
の
声
は
と
て
も
い
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
f

単
純
明
快
を
主
一
一
に
造
っ
た
も
の
が
、

ゲ
i
ム
に
慣
れ
て
い
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
に
は

物
足
り
な
さ
を
感
じ
点
、
せ
た
ゲ
l
ム
と
な

っ
た
み
た
い
で
、
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
常
日
頃
「
ゲ
l
ム
は
人
生
だ
／
」

な
と
と
思
い
つ
つ
プ
レ
イ
し
て
い
る
一
人

で
す
が
、
諸
々
の
樟
害
一
を
越
え
な
が
ら
先

に
進
む
と
い
う
の
が
好
き
な
ん
で
す
。
今

回
の
ゲ
i
ム
で
は
敵
の
攻
撃
方
法
に
カ
を

入
れ
渇
き
た
た
め
に
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
方

方
に
苦
痛
を
与
え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

で
も
、
う
ま
く
敵

h

・EF

を
す
り
抜
け
て
エ
・
・
・
・

4
／

ン
デ
ィ
ン
グ
ま
で

・
・
聞
」
ロ
ト
’
ノ

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

園

F
Y
t
c

き
っ
と
さ
わ
や
か

4
・
・
同
区
、
＼

な

気

持

ち

に

な

る

（

こ
と
と
思
い
ま
す
。
M
A
K
O
T
O
M
A
S

、
L
 

ろじも8
 

5
イ

5
寸

5
J
1
5
4
5

‘次号の課題の発表惨・ゅ

次回のテーマは［ウイニングラン鈴鹿GPl
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①グラフイツク つまらなι~
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③通信機能の効果 ~ 
⑥操作性 ~ 
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(2）『ファイナルラップ』と比較するとどうか？
(3）その他の意見、感想
・応募要領はP.25の＋銭高募集の最後を見てね。〆切は2/15だよ。

悼
む

1
2
Fグ
21tw

こ
の
コ
ナ
ー
の
誕
生
に
は
、
ち
ょ

っ
と
し
た
裏
話
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

N

G
ク
ラ
ブ
と
N
Gが
協
力
し
て
で
き
た

初
め
て
の
コ
ー
ナ
ー
な
の
た
。
ま
ず
は

じ
め
に
N
Gク
ラ
ブ
の
本
部
ス
タ
y
7

が
考
え
、

N
G
7ラ
ブ
会
誌
川
口
に
登

喝
好
詳
の
コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、

N
G
ス
h
y
y
フ
が
N
Gに
も
こ

う
い
う
コ
ー
ナ
ー
が
求
め
b
れ
て
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
つ
て
こ
と
で
、
こ
ち
」
つ

に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
っ
て
な

っ
ヶ
。
じ
ゃ
、
い
っ
た
い
こ
の
、

N
Gク
一
女
フ
っ
て
何
？

か
と
い
う
と
、
事
の
起
こ
り
は
、
月

刊
N
Gげ
号
の
中
で
の
呼
び
か
け
な
の

だ
。
気
ま
ぐ
れ
編
集
ス
？
ン
フ
が
、
N

G
の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
作
ろ
う
ぜ
と
叫

ん
だ
。
で
も
、
何
の
梅
想
も
準
備
も
な

く
言
っ
ち
ゃ
っ
た
た
め
に
、
多
く
の
反

響
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
り
ず
実
現
し

な
か
っ
た
。
そ
れ
か
り
約
年
半
て
そ

の
時
諦
め
き
れ
な
か
っ
た
読
者
数
人
と
、

N
G
ス
タ
ッ
フ
は
考
え
た
。
い
き
な
り

大
規
模
に
や
ろ
う
と
す
る
と
失
敗
す
る

な
あ

。
ま
ず
は
、
や
る
気
の
あ
る
人

で
、
少
な
い
人
数
で
や
っ
て
み
よ
う
、

と
い
う
こ
と
に
主
リ
、
去
年
の
夏
か
ら

活
動
を
始
め
た
ん
だ
。
最
初
に
品
蓄
息
募

集
。
こ
れ
は
キ
ャ
ロ
ッ
ト
に
ポ
ス
タ

を
貼
っ
て
募
集
し
た
。
結
果
、
全
国
に

支
部
が
げ
か
所
、
会
員
は
合
計
四
回
名
と

い
う
N
G
7ラ
ブ
が
誕
生
し
た
ワ
ケ
な

ん
だ
。

ク
ラ
ブ
の
自
的
っ
て
い
う
の
は
、
よ

り
読
者
と
N
Gが
情
報
交
換
を
で
き
る

よ
う
に
な
る
っ
て
こ
と
、
ぞ
れ
か
ら
ナ

ム
コ
フ
ァ
ン
同
士
の
友
だ
ち
の
輪
を
広

げ
て
欲
し
い
っ
て
こ
と
な
ん
だ
よ
ね
。

き
っ
か
け
は
こ
ち
ら
で
作
っ
た
け
れ
ど
、

実
傑
は
フ
ァ
ン
の
自
主
性
に
任
せ
て
い

る
ん
子
、
だ
か
ら
本
当
に
や
る
気
の
あ

る
人
じ
ゃ
屯
い
と
続
か
な
い
と
思
う
よ
。

ん
？
興
味
あ
る
？

T
つ
い
う
人
は

山
円
介
の
切
手
を
同
封
し
て
お
た
よ
り

ち
ょ
う
だ
い
ね
ロ
も
う
少
し
詳
し
い
資

料
を
送
る
よ

D

〈
宛
先
v
p
Mの
住
所
側
ナ
ム
コ
N
G

編
集
室
「
N
Gク
ラ
ブ
に
興
味
」
係

ゲ
ー
ム
イ
ン
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
ナ
ー
誕
生
裏
話

園田園園田園・園田・圃圃・・園田・圃園田園．
26 
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28 

羽
年
最
後
の
F
1鈴
鹿

G
P決
戦
f

予
選
｜
位
、
決
勝
2
位
だ
っ
た
の
で
、
そ

亡
で
や
め
ま
し
た
。
そ
れ
以
上
や
る
と
小

キ
が
落
ち
そ
う
だ
つ
た
か
ら
」

お
と
と
い
免
許
を
と
っ
た
ば
か
り
の
さ

わ
や
か
な
笑
顔
が
印
象
的
な
F
ヤ
ン
ピ
オ

ン
だ
。

世
界
、
い
や
必
需
界
最
速
男
e
を
決
定

す
る
、
「
別
雑
誌
社
担
仇
ウ
イ
ニ
ン
グ
ラ
ン

鈴
鹿
G
P大
会
」
は
、
ナ
ム
コ
サ
ー
キ
ッ

ト
営
業
本
部
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
特
設
コ
｜
ス

で
、
そ
の
火
ぶ
た
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
初
チ
l
ム
は
、
日
頃

レ
｜
ス
に
も
出
場
し
て
い
る
本
物
レ
ー
サ

ー
か
ら
、
ド
ラ
イ
ブ
ゲ
｜
ム
な
ら
ま
か
せ

て
の
。
ゲ
ー
ム
場
荒
ら
し
。
ま
で
と
、
さ
ま

．さ
ま
な
強
者
鍋
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、
有

名
カ
l
雑
誌
編
集
者
が
集
ま
っ
た
だ
け
あ

っ
て
、
ナ
ム
コ
営
業
本
部
駐
車
場
に
は
オ

シ
ャ
レ
な
車
が
い
っ
ぱ
い
、
す
で
に
幕
張

メ
ツ
セ
と
化
し
て
い
た
（
ち
ょ
っ
と
オ
ー

バ
ー
か
な
？
）
。

予
選
全
5
紐
の
結
果
ら
桑
計
し
、
決
勝

を
3
グ
ル
ー
プ
に
八
万
け
順
位
を
競
っ
た
。

実
戦
さ
な
が
ら
の
迫
力
に
、
各
誌
オ
ー
バ

ー
ヒ

l
卜
気
味
。
大
会
運
畠
の
田
井
凡
人

か
ら
は
思
わ
ず
、
「
ゼ
ッ
ケ
ン
②
と
⑤
の
マ

ク
ラ
｜
レ
ン
は
、
接
触
を
注
意
し
て
く
だ

園
田
変

〕

4

一
，dve
 さ

い
」
と
の
コ
メ
ン
ト
が
出
る
。

さ
て
、
決
勝
最
終
組
は
本
日
の
メ
イ
ン

レ
｜
ス
。

T
Vや
C
D
ラ
ジ
カ
セ
な
ど
薮

筆
商
品
を
横
目
に
、
ゲ
ー
ム
と
は
思
え
ぬ

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
。
「
シ
ケ
イ
ン
で
ミ
ス
れ
ば

す
べ
て
水
の
泡
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が
ら
も
、

減
速
が
遅
れ
て
シ
ケ
イ
ン
で
ス
ピ
ン
、
逆

走
す
る
マ
シ
ン
も
続
出
。

そ
の
中
で
、
確
実
な
走
り
で
シ
ケ
イ
ン

も
冷
静
に
抜
け
、
予
選
・
決
勝
と
も
ポ
ー

ル
卜
ゥ
ウ
ィ
ン
で
飾
っ
た
、
「
レ
｜
シ
ン
グ

ニ
ュ
ー
ス
」
誌
の
安
部
さ
ん
が
見
事
ウ
イ

ニ
ン
グ
ラ
ン
。
優
勝
賞
品
の
小
型
T
Vを

手
に
し
た
。

「
き
の
う
ゲ
｜
ム
場
で
W
Rを
や
っ
て
、

優勝した「レーシングニュースJ

の安部さん

準
優
勝

『カ
l
ト
ッ
プ
」
高
木
さ
ん

最
後
ま
で
ト

y
プ
争
い
を
し
て
い
た
高

木
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
は
い

つ
も
、
ド
ラ
イ
ブ
ゲ

l
ム
で
腕
を
磨
車
、

マ
ニ
ア
の
域
に
遣
し
て
い
る
。
愛
車
は
、

1
8
0
S
X
（
シ
ル
ピ
ア
可
『
普
段
は
、

安
全
運
転
で
す
」

第g値rヤングパージョン」蘇山さん
決勝第2グループで男どもをプッちぎり、堂
堂トップで9位入賞した森山さん。そのハン

ドルさばきはタダ者じゃないと思いきや、レ

ースにも出場している実戦レーサ－.'f'F'1しが
が好章。WRは、実問(0)レース感覚に近いて・
すよ、ステアリングとかJ

ft初は壁に過程突していたンケインも、決勝で

は見事クリアしてしまった彼女由、普段の相
俸はEp （ス歩ーレツト）

第

3
位

『
ド
ラ
イ
バ
ー
』
踏
襲
さ
ん

ア
フ
タ
バ
ー
ナ
ー
に
凝
っ
た
、
と
い

う
鰭
星
さ
ん
。
や
は
り
W
R
で
訓
練
を

積
ん
だ
。
「
よ
り
実
車
に
近
〈
な
っ
た
ね
」

と
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

l
ム
に
ド

ツ
プ
リ
は
ま
る
諸
星
さ
ん
の
愛
車
は
、

赤
の
ユ

l
ノ
ス
だ
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「
N
G
の
『
フ
ォ

l
ト
ラ
ッ
ク
ス
』
の
記
事

一
を
書
い
た
か
ら
、
走
り
の
コ
ツ
は
頭
の
中

一
に
入
っ
て
い
る
の
よ
。
オ
l
、
ホ
ホ
ホ
ホ
」

ゃ
っ
た
ア
、
と
う
と
う
S
子
ト
ッ
プ
。

し
か
し
執
劫
に
追
い
す
が
る
地
味
な
影
は
、

「ヤ
ン
グ
マ
シ
ン
」
の
前
回
さ
ん
。
フ
ァ
イ

ナ
ル
ラ
ッ
プ
で
は
二
人
で
ト
ッ
プ
争
い
だ
。

が
ん
ば
れ
、

s子。
が
ん
ば
れ
ー
。
し
か

し
最
後
わ
ず
か
に
前
回
さ
ん
が
リ
ー
ド
。

そ
の
ま
ま
ゴ
ー
ル
イ
ン
／
し
か
し
、
堂

堂
2
位
に
入
賞
の
S
子
、
よ
く
ガ
ン
バ

ッ

タ
ぞ
。
賞
品
は
な
く
と
も
、
満
足
気
な
笑

み
を
浮
か
べ
、
お
昼
に
出
た
，
お
寿
司
e
の

残
り
を
規
は
る
S
子
で
あ
っ
た
。

同

汗
と
土
撲
の
オ
フ
ロ
ー
ド
バ
ト
ル
だ
f

で つメ lノ 実本ッ集ォす
キ ふ て ツスリ ニ 施本生クめ｜まオ
メとの卜がが輪ざアスて卜すフ
て見チと進いヤれレ大のラピロ
いるャウむい口たゼ会「 ツ｜｜
るとレエとこ ｜ 。ン 」 ’89クタ’ド
の、ンア、とは ルは雑スル人
はモ ジに持 ／、 ｜ 、誌 』。 を気
、卜 t：着参 さ ムナ社パ増が

N ク 。替し予す 特ム対イや加
G ロ えた i翠が 設 コ抗クし熱

温”..－ ....，，.－・・ 代ス 、ハ、に コサフ雑てす
..－査一...－~の ノデ決 P ｜ ｜ォ誌いるふ辺自国・・.... ・4・・・否ゥ リ な 勝 O スキ｜する中

＆みんなレーシングスーツに身を固め、とてもゲームと S エ にへと P にツ卜誌 『
は思えない 子ア乗ルレでてトラをフま

パだゃな レ上選 ラデ『ゲ肩と入ん つ「 ぱ荒 T だ 予自で

~ 1（吋主要よ受2芸手 11 1~ 寿喜 ~ ~~ ~~ス tc r~ こ舎書店
抜がジ遅としの賞績、 ｜ロ lと、とにもらだ」フ J て乗実｜々い
いコリれで切挑者にまに や Jミはデす言ら 。よ 、 いつをス 。か
て｜ ジ て、つ戦 3気だ、モごい ツ Sう つ 予 。 フ たていでし

点以ii~匂iigj~~d~~ ，i i ~：弘司
上グい存がとつエし替差スはカトつ；－.かス数 の く川子入驚揖
げで上りス、けキて焼冠で、がのた らのに テ わ土は賞い 訓
る転げ出タやたジ、のは鍛日モ決 。ガさ数人 レ ぱ手、 したの
。fillてし ｜たのピ大 S輝え頃ノ勝 ｜」のつ ピ らあヤてこせ
し、た卜主だ ジ組子 いて、主レ ン 聾て は 、たマいとい
て他 s／元つヨに 。た い エ 百 ｜ ／ 整な も くりハたにか
るの子気たンも予 。るンうス でい らわを Dの

単値，， rヤングマシン」前回さん
「量智艶のコースも走ってみたいね」バイクはオ
フロードDT250

’匝3位 rI~ックオフ」 三割ーさん
バイク歴E年半、半年前からエンデュ ロレー
スもやっている。「こ才Lかなり力使うね．乗って
る時は感じないけど、降りてから来るんだよ．
これでパンクも走ってみたいなj Iてイクは、X
R250 

A練習の成果カ溌揮できて、満足撃たっ－＇＇りの s子

－・’14位「ベストパイクJ木周さん
C R 250を買ったばかりの木固さんーーモトフ
ロスもやっている。「ゲームではあまり体を動か
さない方がうまくいくんだけど、つい本物みた
いな気がして腰号1いちゃったりしちゃう．スー
パーヲロスノてージョンがあったらいいのになあ」
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・パルンバ
4月下旬発売予定
PCエンジン

デジタル・デビル物語

・女神転生E
4月6日発売予定 ¥7.8凹
ファミリーコンピュータ

遂に登場．ノ期待のRPGr::

¥6.800 

・源平討魔伝 ・スプラッターハウス
3月16日発売予定 ¥6.800 4月3日発売予定 ¥6.800 
PCエンジン PCエンジン

＊価格は税抜き価格ですLまた、掲載のファミリーコンヒ・ュータ用ロムカートリッジは、シャーフClではご使用になれません。

悪
魔
召
喚
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
使
い
、
悪
魔

た
ち
を
主
人
公
の
仲
魔
と
し
、
さ
ら
に
彼

ら
を
合
体
さ
せ
て
そ
れ
以
上
の
強
者
へ
と

作
り
あ
げ
る
｜
｜
。

前
作
で
ポ
ク
ら
に
強
烈
な
衝
撃
を
も
た

ら
し
た

R
P
G
『デ
ジ
タ
ル
デ
ビ
ル
物
語

女
神
転
生
』o

，
是
非
次
作
を
。
の
声
ほ
応
、
へ

い
よ
い
よ

『デ
ジ
タ
ル
デ
ビ
ル
物
語
女
神

転
生
日
』
が
登
場
す
る
。

時
は

2
0
3
6年
。
舞
台
は
世
界
最
終

戦
争
で
荒
廃
し
た
東
京
。

一
部
の
特
権
階

級
の
人
司
は
、
地
下
シ
ェ
ル
タ
｜
に
逃
れ
、

地
上
は
無
政
府
状
態
と
な
り
混
乱
を
招
い

て
い
た
。
こ
の
混
乱
を
待
っ
て
い
た
か
の

よ
う
に
出
現
し
た
の
が
、
互
い
に
争
い
合

っ
て
い
る
悪
魔
た
ち
。
地
上
ば
か
り
か
、

み
る
み
る
う
ち
に
地
下
道
ま
で
も
が
魔
巣

窟
と
化
し
て
い
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
人

人
の
営
み
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

悪
魔
と
共
存
し
な
が
ら
生
活
す
る
者
、
半

4月B日発売予定￥7.800

バッテリーパックアップ付

ムーピックシップス西谷史／側徳間書店C側ナムコ

司帥貯

ーー噛晶ー

分
悪
魔
化
し
て
し
ま

っ
た
者
｜
｜
。

い
つ
果
て
る
と
も
な

い
恐
怖
の
日
々
。
い

つ
し
か
そ
ん
な
世
界

で
人
々
は
、
救
世
主

を
求
め
る
メ
シ
ア
派

と
、
悪
魔
と
共
存
し

て
ゆ
こ
う
と
す
る
デ

イ
｜
パ
派
と
に
対
立

し
て
い
た
。

一
方
、
そ
う
い
う
地
上
の
混
乱
と
隔
絶

さ
れ
た
シ
ェ
ル
タ
｜
の
中
で
は
、
一
人
の

少
年
（
こ
の
ゲ
ー
ム
の
主
人
公
・
つ
ま
り

キ
ミ
）
と
そ
の
親
友
が
体
感
R
P
Gを
プ

レ
イ
し
て
い
た
。
ど
ん
な
事
件
が
起
こ
る

と
も
知
ら
ず
、
ま
し
て
や
こ
の
体
感
R
P

G
が
、
少
年
た
ち
の
実
際
の
体
験
と
な
っ

て
い
こ
う
な
ど
と
は
、
こ
の
世
の
誰
が
知

る
術
を
与
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
｜
｜
。
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hv
王
人
公
と
続
友
が
プ
レ
イ
す
る
体

感
R
P
G
『デ
ビ
ル
パ
ス
タ
l
』。
さ

て
ど
ん
な
事
件
が
起
き
る
の
か
／

藤鱗警察
:i:..c。 .2－~－~ヲ合、え，. と”とてMτ”も

.-nマ lこした Pヲマe＂＇＂＇ ・た 信号在宅r

ずみの めい1ニ~リ し’ゅうた” い色、しめい書記

.. ，与埼ざま1=ia pヲマしeう＞ A

コ。口， g忌＂＂ ~しあげ” .. す

わた〈しめ ~I~ 叫。ヌ・ 2電

ラたえに ~，，リ ミ表した

hv
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
封
じ
込
ま
れ
て
い
た
悪
魔
パ
ズ
ス
の
出
現
／

人
類
を
悪
魔
ど
も
か
ら
救
い
出
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
メ
ン
セ
ー

ジ
を
送
り
込
ん
で
く
る
。
そ
し
て
あ
の
「
悪
魔
召
喚
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
引
き
わ
た
さ
れ
た
／

砂
救
世
主
に
な
る
二
と
を
決
意
す
る
キ
ミ
と
親
友
！
こ
の
先
ど
ん

な
出
来
事
が
襲
い
か
か
る
の
か
1
1
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前
作
の

3
D
マ
ッ

プ
に
加
え
、
日
で
ぽ

2
D
マ
ッ
プ
が
新
登

場
。
こ
の
地
上
2
0

マ
ッ
プ
で
キ
ミ
の
行

き
先
を
決
定
す
る
。

道
に
迷
い
や
す
い

3

0
ダ
ン
ジ
ョ
ン
で
は、

便
利
な
新
機
能
「
オ

ー
ト
バ
イ
ロ
ッ
ト
」

が
大
活
躍
。
こ
れ
は
、
同
フ
ロ
ア
ー
内
の

移
動
を
川
歩
ま
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く

れ
る
か
ら
、
そ
の
ま
ま
歩
い
て
き
た
道
順

ど
お
り
に
自
動
的
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る

ん
だ
。
方
向
感
覚
を
見
失
い
そ
う
に
な
っ

た
時
の
強
い
味
方
だ
ね
。
ぞ
れ
と
「
マ
ツ

パ
｜
」
も
グ
ン
と
見
や
す
い
表
示
に
な
っ

て
キ
ミ
を
指
南
し
て
く
れ
る
ぞ
。

戦
闘
シ
ー
ン
の
コ
マ
ン
ド
で
は
「
は
な

す
」
が
C
O
M
P
か
ら
独
立
。
う
ま
く
交

渉
し
て
悪
魔
た
ち
を
仲
魔
に
引
き
込
ん
じ

ゃ
お
う
。
そ
し
て
通
常
の
武
器
は
ガ
ン
と

剣
。
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
百
苛
録
晦
た
ち
も
前
作
の
印
か
ら
川
に

増
え
、
初
種
族
に
『
分
類
さ
れ
る
。
魔
法
に

至
つ
て
は
、
攻
撃
系
ず
し

ツ
向
な

副
航

コ
マ
方
に

一咽
岨

（
呪
殺
・
氷
結
等
）
じ
ゅ
は
行
役

一
E

に
一
造
南

丙
岨

と
治
痴
呆
（
覚
醒

・

態
ャ
と
指

一
Z

解
毒
等
）
で
叩
種
類
史
置
の

一瞳

の
レ
位
ン

一「
l

以
上
。
仲
魔
に
い
く
月
ト
在
匂

一一

っ
か
与
え
ら
れ
た
特
悦
／
現
ン

＝

一J
意
の
次

一一

殊
攻
撃
（
毒
ガ
ス
・
ぃ
U
z
i

－
－

狂
眼
等
）
で
は
計
日
左
吋
ル
sy

－－

種
類
以
上
に
も
の
ぼ

ン
U
W

上
小

一一

ョ
く
右
マ

＝

る
。
し
か
し
、
商
鬼
一去

ジ
て

、
が
し
E

；

！

ヘ

／

白

つ

示

の

な

＝

は
相
手
の
悪
魔
に
よ
タ
違
表
る
い
＝

っ
て
効
果
が
違
っ
て

D
が
を
あ
違

＝

日
格
ト
む
問

置

く
る
か
ら
、
最
も
有
す
性
イ
下
と
昌

効
な
使
い
方
を
把
援
制
切

wqι
一刑

し
て
い
く
必
要
が
あ
が
た
で
引
け

．，o

魔

魔

と

て

る
‘

悪
悪
か
だ
イ

マ

‘戦闘ンーン。今回も悪魔たちとの会話が重要
な鍵となっている。ALJTOコマンドは前作問

機健在だ

．，
 

．．．．
 
電品開．，．，．．．
 
－－－－－－－－－－．‘‘，‘．
 

晶
司

色曹

、

．．．
 
－－，．e

 

．．．．．．．
 
、，．．．．．．．
 

a

’
 

4

・
・
‘，
b

’
’s
’
S

B

B

’
’
’t
，Eh－

－

v
f，
o

，
．

4

司
種
族
一
狂
人ハ

イ
ウ
ェ
イ
ス
タ
l

＂＇種族：鬼女
フリアイ企イ中魔にするための交渉方法は「ものをあげる」

「あんしんさせるJrせっとくする」rいあつする

の4~重類だ。 中にはへンクツなヤツもいるか
り、相手をよ～〈読んてヵ、勺行動しよう
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NAMCOT NEW r.AAA 

h
F
T
PO
に
合
わ
せ
て
賢
い

買
い
物
を
し
よ
う
。
武
揺
は
約
切
種

類
、
防
具
は
約
印
種
類
も
あ
る

シ
ョ
ッ
プ
は
新
装
・
ガ
ン
シ

ョ
ッ
プ
を
は
じ
め
、
レ
デ
ィ
ス
・

メ
ン
ズ
別
の
防
具
店
が
オ
ー
プ

ン
。
イ
ベ
ン
ト
は
、
悪
魔
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
「
マ
グ
ネ
タ
イ
ト
」

の
行
商
人
が
現
れ
た
り
、
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
l
D力
｜
ド
で
開
け

る
な
ど
、
心
憎
い
仕
掛
け
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア

イ
テ
ム
も
ふ
ん
だ
ん
に
用
意
さ

れ
て
い
る
か
ら
、
フ
ル
に
利
用

’
し
ト
A
F
A
J

。

邪
教
の
館

女
神
転
生
と
い
え
ば
、
何
が
な
く
と
も

「
邪
教
の
館
」
。
い
わ
ず
と
知
れ
た
悪
魔
合

体
の
場
所
だ
。
知
つ
て
の
と
お
り
、
合
体

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
強
力
な
パ
ワ
ー

を
得
ら
れ
、
ま
た
、
死
や
呪
い
の
ダ
メ
ー
ジ

か
ら
回
復
す
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
邪
教
の

館
。
前
作
で
は
ミ
コ
ン
の
街
1
か
所
に
し

か
な
か
っ
た
が
、

H
で
は
数
か
所
に
用
意

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
今
回
は
悪
魔
の
数
が

増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
合
体
パ
タ
ー
ン
も

大
幅
に
増
加
す
る
か
ら
楽
し
み
だ
ね
。

そ
れ
と
、
前
作
と
の
大
き
な
遣
い
は
、

3
身
合
体
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
れ

は
前
作
同
様
、
ま
ず
は
2
体
の
仲
魔
を
合

体
さ
せ
新
た
な
仲
魔
を
作
る
。
そ
し
て
更

に
、
そ
の
新
た
な
仲
魔
た
ち
を
、
す
な
わ

ち
魔
宮
に
は
出
現
し
な
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ヤ
ラ
た
ち
3
体
を
、
同
時
に
合
体
さ
せ
る

こ
と
が

3
身
合
体
な
の
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
性
質
を

持
つ
仲
魔
た
ち
ゆ
え
、

2
身
合
体
の
場
合

も
3
身
合
体
の
場
合
も
、
そ
の
組
み
合
え

に
よ
っ
て
合
体
後
の
仲
魔
（オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

ヤ
ラ
）
の
威
力
が
違
っ
て
く
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
要
は
キ
ミ
の
創
造
性
に
す

べ
て
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
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い
よ
い
よ
発
売
か
目
の
前
に
迫
っ
て
き

た
『源
平
討
魔
伝
』。

か
つ
て
ア
ー
ケ
ー

ド
版
で
体
験
し
た
デ
カ
キ
ャ
ラ
の
迫
力
、

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
、
攻

撃
意
欲
を
そ
そ
る
ボ
イ
ス
｜
｜
あ
の
感
動

の
す
べ
え
が
、

P
C
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
て

b

－zm均
－
A

忠
実
に
匙
る
／

平
家
一
族
の
怨
念
を
心
に
刻
ん
だ
景
滑

に
、
襲
い
か
か
る
凶
悪
な
魔
物
た
ち
と
凝

り
に
凝
っ
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
数
々
。

早
〈
「
三
種
の
神
器
」
（
必
須
ア
イ
テ
ム
）
を

手
に
入
れ
て
、
宿
敵
頼
朝
を
倒
す
の
だ
／

お待たせ．ノ
発売間近、話題の超大作．グ

NAMCOT NEW GAME 
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一

山

番

亨
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一

一
境
地
戸

、川丘
町一

一
れ

ず
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一一一

砲
台
・
ゲ
l
ム
フ
ィ
l
ル、

Rか
。制
回
転
自
由
自
在

マ
イ
シ
ツ
プ

「
パ
ル
ン
バ
」

に
乗
っ
て
、

ム

フ

ィ
ー
ル
ド
も

制
至
る
方
向
に
ス
ク
ロ

主
人
公

e
ジ
ヱ
｜
ム
ス
飛
因
。
が
大
活
躍

l
ル
。
従
っ
て
画
面
外
の
あ
ら
ゆ
る
方
角

す
る
シ
ユ
｜
テ
ィ
ン
グ
ゲ
｜
ム

『パ
ル
ン
か
ら
出
現
す
る
敵
キ
ヤ
ラ
を
、
俊
敏
に
か

パ
』。

標
準
装
備
の
武
器
は
、
選
択
自
由
な
っ
、
戦
略
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
る

4
種
類
。
し
か
も
武
器
が
発
射
さ
れ
る
砲
ん
だ
。
さ
あ
、
こ
の
ニ
ュ

l
シ
ス
テ
ム
で

台
は
、
縦
横
斜
め
・別
に
、
自
由
に
回
転
さ
宿
敵
砂
町
ド
ツ
ベ

ル
e
を
打
ち
倒
せ
／

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ゲ
－

ス
向
d

E
E

、
d

，
 

’々ツ－フプス

呪

術

の

館

に

待

ち

受

け

る

も

の

は

・

・

・
・
・
・
け

ち
ょ
う
ど
1
年
前
、
抜
群
の
ア
イ
デ
ィ

ア
と
容
赦
な
い
ス
プ
ラ
ツ
タ
｜
描
写
の
連

続
で
、
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
震
憾
さ
せ
た

『
ス
プ
ラ
ツ
タ
｜
ハ
ウ
ス
ヘ

お
待
ち
か
ね

の
P
C
エ
ン
ジ
ン
移
植
も
遂
に
完
了
。
実
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司
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キ
ッ
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宣
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絶
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ス
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絵
だ
っ
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、
店
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堅田麗闘園田j

きこれらの酬の怖には、附榔泊まれて伝りませんま九時蝿般のファミリーコン

ピュータ周ロムカートリッジはンャープ社’＜Clではご償用に伝れまぜん

に
徽
密
で
美
し
い
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
な
っ

て
建
っ
た
／
－

さ
あ
、
ゾ
ン
ピ
た
ち
を
打
ち
負
か
し、

不
死
身
の
名
を
欲
し
い
ま
ま
に
す
る
の
は

キ
ミ
だ
／
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次の質問にお答えください。

ご、応募くださった方の中から

抽選で45名の方にプレゼント

が当たります。

必f~；~~~~~ ~~~i~~：；：~おt誌をし杭ナムコのこ
興味ない？ そんなこと言わずノ、ガキを送ってね／

1.)一度行ってみたいと思う国はどこ？
2.）旅行に行って、舎まで一番感動した所はと‘こ？
3.）キミの旅の思い出を聞かせて

ウイニングラン鈴鹿GPポスター20名

（応募要領）
官製ハガキに①アンケートの答え②郵便番号③住所④氏名

⑤ 年齢⑥ 希望するプレゼント名を書 き、側ナムコNG編集
室「アンケー卜」係宛に送ってください。メ切lit2月四日f..よ。
③ハガキは一人一枚にしてね／

・・・・・・国間開喧Im"a Mi融哩=ri:司E宝庫圃E・g・－圃唱11•1.:1111:1頃ita・E・－

質問

<1986年〉 ・N0.14(12月号）W・N2.ファミスタ’87、
・月刊創刊号（11月号）ゲームミュージッ Fテニス、スターウォーズ他
クのできるまで．源平原l両県他 <1988年〉
eN0.2(12月号）ファミス夕、メトロクロ ・N0.16(2月号）W・Nι独眼竜政宗
スボードGドラパス他 ・N0.17(3月号）W・NS.独眼竜政宗．ナム
<1987年〉 コクラシγ夕、ワールドスタジアム
eN0.3(1月号）3Dサンタ’ーセプター 11. eN0.19_(5、6月号）W・N7、フアミスタ’87
ローリングサンタ・一、ドラパス他 k会 三l到志、ペラポー・まんが他
eN0.4(2月号）午後の｜司スベンヤル．ナム ・N0.21(7月号）W・NBファミコン」tMJ車、
コット制作裏話地 開発者インタヒ〉一、カイの＇，／険
eN0.5(3月号）バックマン誕生物MLワJ eN0.25(11月号）止来忍者、オータ1λ
ダーモモ、ボードGのできるまで他 フアミスタ’88、キングオプキングス
eN0.6(4月号）SPゼピウス物語、さんま、 <1989年〉
ファミリージョッキー妖怪他 ・N0.27(1・2月号）ウイニングラλA<!f(.!!.
・N07(5月号）ポスターグラフィティさん 円、スプラγターハウス俗，：f；，ポァプ7？フt
.i.対談ノレーカス・中村社長他 イングリアノユエクスプレス、ラジアメj曲い1也
・N0.8(6月号）ドラスピ．ドラスレW、ファ ・N0.31(10月号）ハーニングフォースフォ
ミリーポクシング他 ートラックス、ロケ有、ットJI(：；.；ベイヒルトンナム
・N0.11(9月号）女神転生．ナムコに訊日、 コラントヘテ可スdニーランド、NGクロスワード
これがラジアメ1.：他 バスVレ.J<1U~ン巾L込み川紙他
eN0.12(10月号）ナムコに訊け、ワギャナイ ・N0.32(12月号）ウイニングラン鈴鹿GP、
サ．一．パックマニア、Fサーキット ナムコのドライフ’シミュレーションの柑!l!.ロ
・N0.13(11月号）WHAT’SNAMCO囚． ケヰット｛削II・刊日制限ヶIi・..ウォーホール他
サイドポケット、ルパン三世他

NG申し込み料金リスト（税込）

数 料金 送金

NGl冊 210円

2冊 250円
切手

3冊 300円

4冊 350円

5～9冊 500円

10～ 14冊 700円 郵便

15-19冊 9日日円 小為替

20-24冊 1.000円

⑨NG最新号、パックナンバーの

申し込み方法
NGの最新号やパックナンパをご

希望の方は封書で申し込んでください。

①郵便番号②住所③氏名④TEL⑤ 
希望するNGのNOと冊数⑤合計の

冊数、を明記し、 l冊～4冊の人は切

手、 5冊以上の人は郵便小為替で、

右の表から該当する額を同封し、次

の宛先まで送ってください。

．宛先 NG編集室rNGお届け」係

・注意図最新号はl人4冊までです。

回すでに出ている最新号とパックナンバーを組み合わせて申し込むことはで

きますが、次に出る最新号とパックナンパの場合は別々に送ることになる

ので、申し込む時も別々にしてください。
国郵便小為替は郵便局で購入できます。

・定期購読ご希望の方へ・

定期購読をご希望の万には、詳しい申し込み方法をお送りしますので、ハガ

キでご請求ください。宛先はNG編集室「定期購読J係です。 ・・・・・・・・・・・図1e宮司有』E副阻描Im函ii・四車哩E田園E・E・－－－－－－－－－－
eN0.9(7月号）・N0.10(8月号）・N0.18(4月号）・N0.22(8月号）・NO.
23(9月号）・N0.24(10月号）・N0.26(12月号）・N0.28(3・4月号）
eN0.30(8月号）

NG12月号の元気新聞11ページに載った「東京のSGB」

〈んと「どうしてーJのrよこにゃんJさん、 NG編集室のウこ

まで連絡ください。

い
よ
い
よ
卯
年
代
に
突
入
し
た
ね
。

例
の
大
予
言
の
1
9
9
9年
に
ま
た

一
歩
近
づ
い
た
わ
け
で
、
ち
ょ
っ
と

ド
キ
ド
キ
。
で
も
、
ニ
の
聞
の
グ
ラ

ン
ド
ク
ロ
ス
の
時
も
無
事
だ
っ
た
よ

う
に
、
き
っ
と
今
度
も
乗
り
切
れ
る

だ
ろ
う
。
と
希
望
を
持
っ
て
今
年
も

が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
／

と
ニ
ろ
で
、
今
回
の
恋
愛
特
集
ど

う
だ
つ
た
？
僕
に
は
関
係
な
い
よ
、

な
ん
て
ク
l
ル
を
気
取
っ
て
い
る
キ

ミ
も
、
今
年
は
ホ
ッ
ト
な
生
き
方
を

し
て
み
な
い
？
ダ
メ
で
も
と
も
と
。

失
恋
は
数
多
く
す
る
ほ
ど
、
タ
フ
で

優
し
い
大
人
に
な
れ
る
ん
だ
か
ら
さ
。

で
、
ナ
ム
コ
ス
タ
ッ
フ
の
失
恋
経
験

は
と
い
う
と
：・
ウ
ニ
く
ん
、
二
、
三
回

あ
る
そ
う
で
す
。
若
だ
ん
な
、
あ
ま

り
に
昔
で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
プ
ロ
フ
ェ

ッ
サ

L
失

恋
は
ナ
シ
と
胸
を
は
り
ま
し
た
。

s子
く
ん
、
お
っ、

走
っ
て
逃
け
て

行
き
ま
し
た
。
じ
ゃ
ま
た
ね
l
。

也

34 
次号CN0.344月号は3月30日発行予定だよ
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－um担当日
u

m年
も
、
ナ
ム
コ
と
ス
タ
ー
ト
／
圃

ム気ナレ
コにムン
の見 コ ダ
ホせカ ｜
ツちレがr
トやン当
な お ダ た

霊主J与
を官のか
紹九ス つ
介二テた
L ：..キ人
て二なの
〈土 イた
れエラめ
まどスに
すz.ト 4
ヨM 、も’O
。ナ 一年
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年賀状

お
正
月
に
、
「
慣
漕
」
凧
を
上
げ
る
パ
ッ

ク
マ
ン
と
ミ
ズ
・
パ
ッ
ク
マ
ン
。
ナ
ム

コ
カ
レ
ン
ダ
ー
の
1
月
に
も
こ
の
イ
ラ

ス
ト
が
使
わ
れ
て
い
ま
す

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
チ
ョ
コ
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
。も
ち
ろ
ん
車
は
ユ
l
ノ
ス
・

口
l
ド
ス
タ
ー

JUL. 
花
と
緑
の
鱒
覧
会
に
出
展
さ
れ
る

『ド

ル
ア
l
ガ
の
密
』
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
な

シ
ユ

l
テ
イ
ン
グ

・
ラ
イ
ド

花
と
緑
の
憎
覧
会
に
出
展
さ
れ
る
ア
ク

テ
ィ
ブ
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

『ギ
ャ
ラ
ク

シ
ア
ン
』
に
、
パ
ッ
ク
マ
ン
、
マ
ッ
ピ

ー
が
挑
戦

司

ア
ク
シ
ョ
ン

・
コ
メ
デ
ィ
・
ム
ー
ビ
ー

『カ
ブ
キ
マ
ン
』
が
日
米
同
時
公
開
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